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さ•No日 1978汀 千葉大学附属図書館亥鼻分館報

亥鼻分館ニュースの発刊に当って

分館長萩 原 禰四郎

本学における本格的な研究図書館として「千葉大学生物医学情報図書館計画」構想か打出され

た昭和50年から、いろいろな委員会の検討を経て、取り敢えず亥鼻地区 4部局を対象とした複合

分館として、千葉大学附属図書館亥鼻分館が新発足したのは今年の 4月 1日のこ とです。その間

の経緯の詳細については「図書館の本」 No.12の前事務部長田辺広氏の文章に譲りますか、亥鼻分

館が頭書の構想を目指すという大前提には変りかありません。しかしこの分館か医学部図書館

時代からの永い伝統を背負っているかぎり、適ちに全く別の図書館になるわけには行きません。

むしろ従来の図書館業務を低下させることなく、さらに新しい試みを加え実績を栢み上げなから 、

名実ともに地域の学術情報センターとなるよう努力して行くべきだと考えています。

一見、医学部分館が亥鼻分館と 名前を変えただけのように見えますが、実際には大きな相違が

あります。まず、今まで医学部の図書係長と館員とによって運営されていたものが、独立した事

務機構 (P.4参照）となったことは、従来庶務 ・会計の面でかなりの部分を医学部に援助してい

ただいていたも のか無くなり 、 自前で分館の維持運営を行なわな くてはならなくなったことです。

そのために昨年度までとは比べものにならない跨用が必要となり、われわれは発足頭初から数ヵ

月、西千葉の附属図書館や大学本部との交渉を重ね、さらに亥鼻地区 4部局とも相計って、その

獲得に努めて来ました。幸いに各方面の理解あるご協力を得て、今年度はどうやら実質上の運営

が可能になりそうです。

つぎに大へんな仕事は、今まで医学部や活性研等の図書であっ たものを亥鼻分館の図書に管理

換をすること です。 このために日常のサービス業務を低下させないようにしながら十数万冊に及

ぶ図書の管理換に館員か必死の努力を続けています。一方、4部局の図書利用の円滑を計るため、

亥恥分館運営委員会を毎月定例に開催 (p.2参照）して、ご意見を伺がい調整を行なうことも進

めています。 さらに 、旧書庫にあ った 2万冊余の図書、また旧病院改修に伴って保管を希望され

ている約 5万冊の図書については、その収蔵場所か概算要求で通る望みがう すいため、頭を悩ま

しているところです。

これらの仕事をかかえなから、しかもサービス向上させるために JOISの導入 (p.2参照）を

行ない、文献検索に便ならしめようとしています。秋には多少とも開館時間が延長するでしょう

し、分館としても精一杯の努力を続けています。その一端を逐次お知らせし、各部局図書委員会

各購座等の図書係の方々のご理解とご協力を得たく、分館ニュースを発行することにしました。

ごー読の上、こ‘意見をお寄せいただければ幸甚です。 （脳機能研究施設長）



JO I Sーオンライン情報検索サービス開始

日本科学技術情報センター(JICST)が開発したオンラインシステムによ って情報検索かできる

ようになりました。キーワードや分類、 著者名などを使ってブラウン管の画面とプ リンターから

打ち出される文字を見ながら文献をさがします。回答件数や回答結果の一部をみながら、質問

を自由に変えて、文献の書誌データをプリントアウトします。このシステムを JOIS (JICST 

On-line Information System)といい、データファイルは下記の表のとおりです。端末機は図書

館に設置され、近日開始予定です。申し込み方法、利用時間、料金等の詳細は後日各研究室に

御連絡します。JOISについてのお問い合せは、内線2807 運用係まで。

データファイルの一覧表

ファイル名 蓄積期間 情報龍 分野 情報源 備 考

JI文C献Tフ理工学 1 9 7 5 年現4 月 理全工般学
雑 誌 (8,500種）

JI報C」SにT対発応行の「科学技術文献速
アイル ～在

約36万件／年 レポー ト
会議資料

雑誌(14,000種）

A米・bサ国stーケ.ミカル・アプスCトhラemクッCAC 化ァ学イ 1 9 7 4 年現 1 月 約38万件／年 化化学工学業
レオート

ビこス対発応行の 「文献フ ル ～在 図書、学位論文
特 許 (27ヶ国） 」 9

MEDLARS 1974年 1月
約25万件／年

医 学 雑 誌 (2,300種） 米国国立医学図書館発行の
医学文献ファイル 一・現在 薬 学 モノグラフ 「IndexMedicus」に対応

クリアリ ング 1976年度
理全工般学

国内の公共試験研究機関約 400

ファイル ～現在
約15万件／年 アンケート結果 機関で行な っている研究テーマ

を対象。

（注） ：各ファイルとも書誌的事項、キーワード、分類などを含みますが、抄録は含まれません。また、す
べて英字 ・カナ文字で入力されています。

亥鼻分館運営委員会議題

第 1回 4月26日（水） 16時

議題 1、附属図書館亥鼻分館設立の経緯について

2、亥鼻分館の運営方針について

3、昭和54年度概算要求について

第 2回 5月11日（木） 15時30分

議題 1、亥鼻分館備え付けの図書館資料について

2、亥鼻分館の図書館サービスについて

3、亥鼻分館の維持運営費について

報告事項 昭和52年度決算（医学部分館）について

第 3回 6月8日（木） 15時30分

議題 1、昭和53年度亥鼻分館共通図書及び基通碁本図書について

2、分館の共通図書（和、洋雑誌）の部局負担について

3、昭和54年度の外国雑誌について

報告事項 亥鼻分館の図書館サービスについて

イ、コ ンテンツ ・サービス （生物活性研究所）の申し込みについて

ロ、情報検索サービス (JOIS 公衆回線サー ビス）申し込みについて
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フランス大使館寄贈医学書について

ー 浦義 彰

駐 日フランス大使館に10年以上 も勤務されていた科学参事館 MarcDupuis博士（現パ リ大学

教授 、原子核物理学） は昨秋日本を離任する際、本学にフランスの医学書を寄贈することを約束

された。Dupuisの後任者 DanielJacquot博士（電気化学専攻）は本年 3月来学 され、西千葉の

図書館本館において寄贈式か行なわれた。本学側 では図書館長 をはじめ、小林竜男名誉教授 （日仏

医科会会長） 桑田 、金子両教授などフランス にゆかり のある教授方の出席かあ り謝意 を表 した。

寄贈図書は次の78冊である 。なかでも 全 3冊の医語辞典は、約15万語を 包蔵し現在世界で最新

最大の もの といわれている 。 （医学部生化学教授 ）

1. G. Sandor-Semiologie Biologique des Proteines Senques 
2. J.-F. Bach-Immunologie. 
3. Pierre-Bourgeois-Maladies de l'Appareil Respiratoire. 2 vols 
4. J.-P. Soulier-Hepatite a Virus B et Hemodialyse 
5. J ournees Parisiennes de Pediatrie 1976. 
6. Actualites Nephrologiques de l'Hopital N eek er 1975, 1976 
7. Journees Annuelles de Diabetologie de l'Hotel-Dieu 1975, 1976 
8. M. Fevre-Chirurgie Infantile et Orthopedie. Tome 1, 2 
9. M. Conte & S. Bonfils-Gastro-Enterologie. 

10. J.-P. Benhamou & H. Sarles-Foie, Pancreas, Voies Bihaires 
11. G. Jost et al.-0. R. L. Ophtal almologie Stomatologie 
12. B. Dreyfus-Le Sang. 
13. H. Jouy-Techniques de Base 
14. G. Cohen-Microorganismes et Biologie Molecula1re. 
15. F. Chapeville & A.-L. Haenni-Biosynthese des Pr6temes 
16. A. Berkaloff et al.-Biologie et Physiologie Cellulaire 
17. P. Buser & M. Imbert-Neurophysiologie, Fonctionnelle 
18. C. Houillon-ET9bryologie. 
19. C. Bouvard-L'Epileptique et !es Autres 
20. J.-M. P節 s-Precis d'Oceanographie Biolog1que 
21. G. Fontaine et al.-L'Essentiel sur !es Pacemakers 
22. C. Delamare-Deboutteville-Formes Primitives Vivantes 
23. P. Masse-Techniques Chirurgicales en Orthopedie Pediatnque 
24. F.G.J. Hayhoe_& R.J. Flemans-Atlas de Cytologie Hematolog1que 
25. M. Fontaine-Elements d'Ophthalmologie. 
26. G.-L. Daguet-Techniques en~ Bacteriologie. Tome 1, 3 
27. P. Gervais-Allergologie et Ecologie. 
28. Tumeurs Nerveuses 0. R. L. et Cervico-Faciales 
30. J. Tremolieres-Biologie Generale. Tome 1, 3 
31. Entreliens de Bichut, Therapeutique 
32. Annales de l'Anesthesiologie Frari,;・a1se ＼ 
33. L. Lapeyssonnie-Elements d'Hygiさneet de Sante Publique sous !es 
Tropiques. 
34. Origine et Expression de la Diversite des Ant1corps 

35. J. Verdeau-Pailles et al.-Les Techniques Psychomusicales Actives de 
Groupe et leur Application en Psychiatrie 
36. L'Eau et !es Systemes Biologiques. 
37. R. Ki.iss & M. Legrain-Seminaires d'Uro-Nephrolog1e 
38. M. Neuman-Guide des Interactions Medicamenteuses et Repertoire, 
des Medicaments par Classes Therapeutiques 
39. J. Cambier et al.-Propedeutique Neurologique 
40. Systeme Nerveux, Activite Sexuelle et Reproduct10n 
41. J.-C. Mounolou & P. Vigier-Precis de Genetique Physiolog1que 
42. G. Albot et al.-Foie et Voies Biliaires. 
43. G. Mathe-Immunotherapie Active des Cancers 
44. M. Linquette-Endocrinologie. 
45. J. Judet & H. J11det-Franctures et Orthopedie de l'Enfant. Tome 2 
46. P. Andlauer-L'Exercice de la Medicine du Travail 
47. P. Masse et al.-Techniques Chirurgicales en Ortho涎diePediatnque 
48. J.-F. Merlen-NeuviさmeCongres du College Fran<;ais de de 
Pathologie Vasculaire. 

49. A. Manuila et al.-Dictionnaire Fran~a is de Medicine et de Biologie 
Tome 1-3. 

50. J. Bouche & Ch. Freche-La Chirurgie de l'Arriere-Fond de la Fosse 
Pterygo-Maxillaire. 
51. P. Fleury & J. Marchund-Evidement de l'Oreille Moyenne 

1. 血消タンパクの各種病態時の分類書
1. 免疫学の教科書 (1977年版）
2, 呼吸器疾患の教科魯 （各科1000ページ ）
1. ウイルス性肝炎肉し咽象（特に血液分析について）

1. 小児科の進歩 1976年度
2. 野臓病研究の進歩 ］975年， 1976年
糖尿病研究の進歩 1975年，1976年
小児外科の進歩 （各1000ページ ）

1. 胃腸病学最近の進歩

1. 肝臓膵臓胆道学の進歩

1. 眼科学口腔学の進歩

1. 血液学教科書

1. 体腔液の微生物学的検介法

I. 微生物学領域の分子生物学

1. 蛋白質の生合成
細胞生物学

神経生埋学

胎生学

1. テンカン及ぴその周辺

1. 海洋生物学

1. ペース メーカーのすぺて （図解）

1. 原始的生物

1. 小児整形外科の技術

1. 血液学図譜

1. 眼科学入門

2. 細歯学実験書
1. 生態学からみたアレルギー

1. 頭頸部の神経腫瘍

2. 一般生物学入門
1. Bichat及ぴ Salpetriere病院紀要

1. 肺水腫

1. 熱帯衛生学

1. 抗体のいろいろ分子生物学的研究

(1976年）

1. 精神病の音楽による治療

1. 水と生物 (1975年国際会議の記録英語）
1. 泌尿器科学セ ミナー

1. 薬物学分類

1. 神経解剖学と神経病

1. 神経系と性
1. 遺伝学入門

1. 肝臓及び胆道疾息
1. ガンの免疫療法

1. 内分泌学

1. 子供の骨折
労慟医学

下肢の整形外科

1. 第 9回脈管病理学会議記録

3. 大医学辞典 1 -3巻

1. 口腔外科学

1. 中耳の外科
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52. J. Monod-Recherches sur la Croissance de Cultures Bactenennes 
53. L. Geneves-Biologie Cellulaire. Tome 1, 2 
54. Les Cancers Primitifs du Foie 
55. P.-E. Pilet-Les Parois Cellula1res 
56. H. Bricaud et al.-Cardiologie 1975 
57. C. Attal & R. Perelman-P紬 atrie1975 
58. Recent Results in Cancer Research. (Investigation et Stimulation 
Immunitaire des Cancereux) 
59. L. Delhez-Contribution Electomyographique a揺tududede la 
Mecanique et du Contr ole Nerveux des Mouvements 
Respiratoires de l'Homme . 
60. J.-P. Constans-Radiotherapie des Tumeurs du Systeme Nerveux 
Central de l'Adulte. 
61. M. Astoin et al.-Les Prostaglandmes 
62. P. Alexandre et al.-L'Agregation Plaquetta1re 
63. J. Hamburger-Dictionnaire de Medicine. 
64. B. Rybak-Cours Zoophysiologie. Tome 1, 2 
65. H. Atlan-L'Organisation Biologique et la Theorie de l'lnformat10n 
66. C.D. Deboutteville-Biologie des Eaux Souterraines Littorales et 
Continentles 

1. 細菌の増殖

2. 細歯生物学 1 -2巻

1. 原発肝癌

1. 細胞学
1. 心臓病学 1975年

1. 小児科学 1975年

1. 癌の免疫療法

1. 筋姐図 特に呼吸器の筋肉の筋祉図

1. 神経腫瘍の放射線税法

1. プロスタグランジン

1. 血小板の凝集

1. 小医学辞典

2. 動物生理学 1, 2巻

1. 生物の情報組織

1. 地下水の生物学

a迄鼻象幼館逢逍訊追企
条念条条条やや条条や券条条やややややや

4月より、亥鼻地区四部局一医学部、 看護学部、生物活性研究所、附属病院ーを主な利用対象

として亥鼻分館が発足しました。場所は医学部分館そのままですが、機構改革に伴い、職員の入

れかわりがあり、新たに事務長、 三係の事務組織に変更しました。各研究室の図書担当の方は事

務室に入ってこられて、どの係にいけば良いのか戸惑われたことと思います。少し遅くなりまし

たか、各係の担当を紹介します。 2階の事務室 には総務係、整理係、運用係の三係かあります。

総務係はいわゆる庶務、会計関係の一 さいを行ないます。図書館利用者との関係では表に立ちま

せんか、管理関係等重要なところです。整理係では図書や雑誌の受入、目録、分類をします。購

入希望図書や Current雑誌の受入、製本に関すること、寄贈図書のことは整理係にたずねて下さ

い。図書館の利用者とカウンターで接するのは運用係の係員です。図書 、雑誌の閲院、貸出し、

文献複写、他大学への複写 申し込み、他大学からの複写依頼の受付、図書館資料をさかす手助け

をするのかこの係の仕事 です。遠慮なく 声 をかけて下さい、お手伝いします。近いうちに利用者

の方の意見を聞くための投書箱を閲院室に置 く予定です。お互 いの意見を交換しなから使いやす

い開かれた図書館を創 っていきたいと考えています。 ちなみに各係の内線電話は次のようにな っ

ています。 総務係 2803 整理係 2805 運用係 2807、2808（一階カウンター）

心◆ン｀◆ン<―`......-.....~•

編集後記

医学部の方は御存知でしょうが以前医学部「図書館ニュース」が10回発行されました。今回の

記事にもありますように医学部、病院対象の 「図書館ニュース」 を発展改称し、四部局対象の、

「亥鼻分館ニ ュース」 としました。No.1をお届けします。分館業務に関わる情報をタイムリーな

形で流していきたいと 考 えています。冷房の入れす ぎで電圧か上るためかよく停電する図書館で

す。暗い中でまた明る くなる のを待つときの ような多少不安なとこ ろもありますか、だんだん良く

なるように努めます。忌憚のない意見を お寄せ下さるよ うお願いします。

紫陽花が咲いています。次回は紅葉前線の南下か話題になる 頃の予定です。

千葉大学附属図書館亥鼻分館 1978年 7月15日

千葉市亥鼻 1- 8 - 1 電話 0472 (22) 7171（代表）
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ニュース
千葉大学附属図書館亥鼻分館報

JO ISオンライン情報検索サービス

その 1:ME  DLA  RSファイルについて

9月 4日に JO I S文献検索サービスを開始してひと月たちました。 その間平均すると一日 1

~ 2件の利用がありました。 それに用した時間、費用等はいずれ報告したいと考えていますが、

今回は JOISを使って検索できる四つのフ ァイルのうち医学文献に関する MEDLARSファ

イルについて説明します。MEDLARSとは、 MedicalLiterature Analysis and Retri-

val System の略で、アメリカ国立医学図書館 (NLM) を中心とする世界的ネットワークによ

って集めた医学および医学関連文献情報システムです。このMEDLARSの磁気テープから

out put したものが索引誌 IndexMedicus (I M) ですが、 MEDLARSには IMでは利用

できない多くの情報が蓄積されています。先ずMEDLARSの対称分野としては、医学および

医学関連領域として生物化学、薬学、薬理学、微生物学、生理学、心理学、獣医学、 歯学、看護

学が含まれます。収載雑誌は IndexMedicus の対称雑誌2432種 (1977年度）の他に 3種の Spe-

cial List Journals があります。それは SpecialList Dental Journals （歯科学） 198誌、

Special List Nursing Journals （看護学） 136誌、 SpecialList Production Journals 

（生殖） 73誌の 3種で、これらの雑誌は、 IndexMedicus には収録されず、 MEDLARSの

みに入力されています。ですから看護学の研究者も効果的に利用できます。入力されたファイル

は、Indexto Dental Literature, International Nursing Index, Population Sciences; 

Index to Biomedical Research という印刷された二次資料の情報源になってい ます。対称を

文献内容からみると、原著論文が主体で、他に総説、臨床病理検討会、会議で発表 された学術的

報告、シンポ ジウム、パネルディスカ ッション、学会会員名簿、学会報告講演要旨がすべて入力

されています。 また実質的内容を備えていれば採択する文献として医家の伝記、死亡記事、 質疑

応答、翻訳論文、論説記事、編集者へのレター、短信、書誌があげられます。 1976年からはモノ

グラフが選択的に入力されるようになりました。 しかし抄録だけのもの、書評、統計類、スポン

サー付きの記事は収録されません。文献数は年間約22万件入力され総計では (1974年以降現在ま

で） 100万件を越えています。全文献中の約58％が英語文献、約42％が英語以外の言語の文献で

す。英語以外の言語の文献のうち約47％が英文抄録付きですが、現在のシステムでは抄録を出力で

きません。人力項目は、標題、著著名、雑誌名、巻号数、頁、発行年、使用言語略号、キーワー

ド群です。以上がMEDLARSの概観です。



MEDLARSファイルを使ったオンライン検索の特徴

JO ISは索引し入力された文献データテープ（この場合MEDLARSファイル）を使用し

て、サーチ ャーの作成した質問探索式と電算機でマッチングさせ該当文献を出力するシステムで

す。MEDLARSファイルを使ったオンライン検索の特徴を IndexMedicus （手作業）との

比較でみると 、

①文献探索の時間と労力の節約

②多量の適合文献の検出一人手で探すより、もれなく多量の文献が選び出せる。一

③Index Medicusでは利用で きない情報が検索できる。 （前頁参照）

④Index Medicus では使えな い検索項目（チェックタグディスクリプター、マイナーディス

クリプター、地理的ディスクリプターなど）を必要に応じていくつも組み合せて利用できる。

⑤文献ファイルの早期到着ー IndexMedicus を印刷する時間が省かれる上に空輸で日本に送

られるので IMより早く届く 。

これらの特徴を充分に活かして文献検索を行なうには予備調査をよくし、 質問は調べたいテー

マを狭い範囲に限定して探す方がよい と思い ます。特殊な化合物などに関するもので適当な Me-

SH用語（検索用語）がない場合は上位概念の用語を使用するため関連性のない文献も多く含ま

れることがあります。検索された文献のオ リジナルの入手は次の問題として残ります。

これでMEDLARSの説明を終わりますが、世界中の多くの論文が収録されているとはいえ

全てではないということを一言付け加えておきます。医学文献検索用の著名な二次資料 として他

に ExcerptaMedica がありま す。国際電話回線が自由化されると丸善がそのサービスを開始

しますが、このファイルはMEDLARSよりも収載誌数が約1500も多くしかも互いに重複収載

していないも のがかなり多いということです。両ファイルの検索比較は鈴木他 2)の論文に詳しい

のですが、世界中の文献を網羅的に探す場合はこの二つのファ イルを重ね合せて使うことがよい

ということになります。名分野で核になる権威ある学術雑誌はどちらにも収録されていますが、

一度研究に関係のある主題の Listof Journals に目を通してどれくらいがリストア ップされて

いるかを知っておくのも よいと思います。

ー参考文献および引用文献一

1)後藤敬治 ：MEDLINE―その背景とこれまでの動向； MEDLARS開発前の書誌サー

ビス活動。医学図書館 23 (3) : 134-138, 1976. 

2)鈴木重量他： エクセプタ・メディカ，メドラース リングド ヽヽノクの検索比較。医学図書館

23 (4) : 204-218, 1976. 

3) 黒沢正彦，川野准二 ：MEDLARS検索サービス利用の手引き 。第 3回MEDLARS検

索研修会資料， 1975.

4) 野添篤毅 ：．IndexMedicus を中心とした医学，生物学分野の二次資料の効果的利用．

薬学図書館 23 (3) : 103-120, 1977. 

5)太田泰弘 ：図書館とオンラインサービス．薬学図書館 22 (4):153-161, 1977. 

6) 川野惟二 ：JICSTのMEDLARS医学文献検索サービスについて ．情報管理 15(3): 

153-171, 1972. 
（運用係 五十嵐裕二）
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昭和 53年度 学生用図書購入リスト

(lo月16日迄に閲覧室に出たもの）

（分類記号 ） （書 名 ） （薯・編者） （出版社） （出版年） （冊散）

QS （人体解剖学）

QS4  日本人体解剖学 第 3巻

QT （生理学）

QT4 新生理学 上，下第 4版

QU （生化学）

QU4  レーニン ジャー ：生化学

QV （薬理学）

QV4  薬理学

QW（細菌学および免疫学）

QW4 微生物学

QW800 インターフ ェロン

QY （臨床病理学）

QY4 新病理学総論，各論

QY4 最新病理学 改訂第 2版

QY4 臨床検査診断学

QZ （病理学）

QZ4 病理学シ ノプシス

QZ4 小病理学

w （医業）

W18 医師国家試験問題注解 昭和54年度

W700 臨床医のための法医学

WB （臨床医学）

WBlOO 内科学

WB300 新しい治療ー「治原」 59巻 2砂一

w B4oo rm)永病治原のためのカー ド式⑬事旅法

WF （呼吸器系）

WF975 胸部の異常陰彩— X線による鑑別診断—

WG （心 〔臓〕血管系）

¥¥I G 14] 心臓の超音波検査法 第 2版

v¥l G 168 心臓ヘーシングの臨床

wJ  （泌尿生殖器系）

W J 14] 腎 ・副＇腎 ．尿路疾患のX線診断

WK （内分泌系）

WK  100 内分泌学

WL （神経系）

W LlOO 神経症11呉学

W L 102 プログラム方式による神経生理学

W L335 脳の統御機能 1, 3 

金子丑之助

問田直幹，内園耕二編 医学書院

A. L. Lehninger 著
中尾真監訳

今井昭一

武谷健二他

Tyrrell,D;'t,' 

桑田次男，布施晃共訳 共立出版

武田勝男

武内正他編

山中学，熊原雄一編 医学書院

Anderson,W.A.D & 
Thomas,M.S 

梶田昭

赤石英

吉村他編

平山恵造

南山堂

共立出版

日本医事新報社

医学書院

南山堂

文光堂

文光堂

南山堂

金原出版

南江堂

/-：出英碓，武内重几郎総編集 朝倉害店

南山堂

南江堂

金芳堂

町井消編著 中外医学社

竹田泰夫，佐藤元一 医学出版社

平松京ー，平松康博 医学書院

南山堂

文光堂

R.S.Schmidt 著
内圏耕二，佐藤昭夫訳 医歯薬出版

伊藤正男他編 医歯薬出版

1977 

1975 

1978 

1977 

1978 

1978 

1975 

1977 

1978 

1978 

1978 

1976 

1977 

1977 

1975 

1976 

1977 

1976 

1977 

1978 

W L355 脳卒中片麻糾とリハビリテー ション 三畠博信

WL368 外科神経学 佐藤文明

医学害院

中外医学社

1971 

1973 

1978 

1977 

1975 
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WM （精神医学）

WM30 間かれている病棟 石川信義 星和杓店 1978 

WM90 心身医学の実地診療 池兄酉次郎 医学・困院

WM203 籾神分裂病の治療 L J West & DE.Flinn 星和1F店 1978 

WM203 籾神分裂病 K.Conrad 医学魯院 1973 

WM400 籾神障害者のディ ・ケア 加藤正明 医学苔院 1977 

WM460 情紹発達の籾神分析理論 D W Winnicott 岩崎学術出版 1977 

WM460 家族治療の基礎理論 N. W.Ackerman 他編 岩崎学術出版 1974 

WM460 家族関係の病理と治療 仝 I: 仝上 1977 

WM460 家族関係の理論と診断 仝 上 仝上 1972 

WN （放射線医学）

WN200 臨床X線診断 f`: 第 4巻 ／j如部 1, 2 斉藤達雄他 医学柑院 1971-74 2 

WO （外科学）

WOlOO 外科学 榊原什他編 朝倉柑店 1978 

W0178 手術前後の新しい管理 石川浩一他 南山堂 1978 

W0200 麻酔学提要 森岡享 金原出版 1977 

W0200 臨床麻酔学因 」••，下巻 山村秀夫編 金原出版 1977-78 2 

W0925 小児外科学 石田正統編著 診断と治療社 1975 

W0925 植田小児外科 植田隆 科学評論社 1976 

W0925 小児外科必携 古味信彦他 医学図告出版 1976 

WR （皮膚科学）

WR105 皮屯病理組織学 池田重雄他編 金原出版 1978 

WS （小児科学）

W S352 やさしい子どもの籾神科 佐藤尚信，矢野徹 星和書店 1978 

WT （老人医学・慢性疾患）

WTlOO 老人忠者のマネー ジメント 日野原重明他 医歯薬出版 1977 

WV （耳鼻咽喉科学）

WV17 耳科学ア トラスー形態と計測値一 野村恭ヽ也，平出文久 中外医学社 1974 

WVlOO 新耳恥咽喉科学 切替一郎 南山堂 1976 

WW（眼科学）

WWlOO 眼科診療の実際 改訂第 6版」ー．，下巻庄司義治 金原出版 1976-78 2 

wx（病院）

W X 100 世界各国の病院制度WHO 日本公衆衛生協会 1974 

WY （看護）

WY56 がん患者の看護 赤松隆他 医学杏院 1976 

WY87 人間行動の理解 F C Kempf & R H Useem 医学害院 1977 

WY  101 問われ，問いつづける看護 外口玉十編著 星和苔店 1977 

WY  152 悛性疾患看護 シリーズ 2 :脳卒中後追症患者の看護 日本希護協会 1977 

4.杷尿病患者の看護 1977 

5.心疾患々者の希護 1977 

9 肝胆道疾恙々者の石護 ，， 1978 

10 呼吸器疾患々者の看護 1978 

WY160 新しい精神医学と看護 西園晶久 医学書院 1977 

WY  161 脳神経外科の専門看護 池田卓也編 メジカルフレンド社 1978 

非医学書

376.1 子どもの発達と遊び R I. Hartley 他 岩崎学術出版 1978 
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閲覧室単行書の分類替実施について

昭和51年度の受入図書から 、分類法を医学書については、NLMC （米国国立医学図書館分類

法）に、一般図書（非医学書）については、NDC （日本十進分類法）に切替 えました。切替え

の理由については 「図書館ニュース第 9号」を参照して下さい。閲覧室の資料が二年あまりの間

旧分類法 (BostonMedical Library Classification) との併用で、図書検索上、御不便をおか

けし ましたが、この夏季休業中に、分類替を行ない、前記のNLMCとNDCに統一 しました。

閲覧用目録カードについては、順次訂正してゆく予定です。洋書の目録カ ードは分類番号の訂正

だけですが、和書の目録カードは、51年度受入分より標目のルビをそれまでの訓令式ローマ字か

らヘボン式に改めたため、分類替された閲覧室の図書のカードは、著者、 書名目録とも51年度以

降受入のカード ・ケースに繰込まれます。分類替した図書の分類目録カー ドも、和洋綱目別に51

年度以降受入のカード ・ケースに、ファイ ルされます。

厚生省特定疾患および大阪府特定疾患調査研究班による研究報告は、 P-WDの記号で疾患名

のABC順 に、単行書とは別に配架してあります。NLMの分類法は、器官による細分を優先さ

せ、その体系と交叉する概念を扱った代謝 ・アレルギー等の疾患は、 WD群に分類されます。厚

生省特定疾患および大阪府特定疾患中に、器官別に分類出来るもの、 例 えば重症筋無力症；ネフ

ローゼ症候群等がありますが、成因 ・治療 ・予防について究明中の特定疾患の研究報告ですので

分類はWD群にまと めました。国際会議の議事録 (ExcerptaMedica, Internatinal Congress 

Series等）も 、 Iのイニシャルで分類順に単行書とは別に配架してあります。 これは旧分類が

そのま>残って居りますので相関索引を御利用下さい。

最近の受入資料をみる と、医学 ・看護学の他 に一般図書として、NDCに分類さ れるも の>主

な領域に、心理学 ・社会学 ・人類学 ・教育学および工学（コンピューター 関係）等があります。

人間の生命科学は、身体的にはウィールス賄、抗生物質、新薬の発明、麻酔技術、医療器機等に

よって処理されますが、 一方において、それは人間を社会的・ 文化的存在 として とらえ、心理的、

情緒的諸問題を考慮して、合理的分析が行われます。以上の資料 ・事柄か ら判断 します と、従来

の MedicalScience Library から LifeScience Library （仮想） に、その流れはゆるや

かではありますが、変り つ>あると思います。そして、LifeScience という ファセ ッ トから

考慮した場合、相関連する分野が、異った分類体系にはいります。例 えば心身障害児に関する資

料の場合、医学的研究・ 診療の他 に特殊教育・ 社会福祉の問題等があります。そ れらは別々の分

類体系にはいりますが、サリドマイド障害児の研究等、それらが一つのカテ ゴリー とし て、とら

えられることがあります。共同執筆などによって、そのカテゴリーから編集されている場合など、

どのように扱うか問題点が残ります。又、人類の生態系秩序を考えるとき 、微生物の世界から、

環境問題、生態学 ・人類学・宇宙の生命のリズムヘと、ミクロの世界からマク ロの世界まで考え

られます。 これも二つの分類体系に分かれますが、本質的には、広い意味の「衛生学」というフ

ァセッ トから、と らえることが出来ると思います。

以上考慮したい問題はありますが、ともあれ図書館は公共のサービス機関ですので、最も多く

採用されている権威める分類法に基づいて資料の整理を行ってお ります。

（整理係 中山いほ）
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1. 開館時間について

0 9月 4日より下記の通り開館時間を延長しました。

月～金 9: 00-20: 00 

土 9: 00-16: 30 

2. Journal展望について

0大阪大学附属図書館中之島分館発行の「NAKATO

NEWS」に連載されているものをコピーしてファイ

ルにとじてあります。各主題毎に核になる雑誌10点＜

らいをとりあげ解説しています。

•• 

学部別貸出冊数 (1978年 4~ 9月）

ぽ ·•;,, nμ Hi 属 9ぶ 9た 看 讚 学 nu 活性 filf そ の f也

＾ ｀ 
d•r 

学 生 軟臓 U 9付 属 92生 軟職 n サt 生 軟囀し“ 軟囀iu ザ： 生 軟贖 U サt 生 軟囀ヽi

4 260 26 29 42 127 6 17 33 12 449 103 

5 426 57 132 35 187 6 8 56 29 801 135 

6 437 48 123 37 188 11 10 55 21 803 127 

7 168 34 62 27 139 10 ， 40 7 409 87 

8 60 33 11 46 38 7 1 10 3 119 90 ， 315 79 39 37 189 ， 10 26 22 569 157 

計 1,666 277 396 224 868 49 55 220 94 3,150 699 

附屈図書館亥鼻分館運営委員会

（教職 U —仰． 6）fi料を含む

学 生ー大学院＇ E. 研究生を含む）

第 4回 7月13日沐

議 題 （1)昭和53年度亥恥分館共通基本図因について （2)昭和53年度亥恥分館学生用図書について

報告事項 （1)昭和53年度亥恥分館維持運羞代について （2) 亥恥分館ニュースの発行について

(3)夏期の閲覧業務について

第 5回 8月10日困

墳 題 (1)昭和54年度外国雑誌購読中 し込みについて

報糾事項 （1)図掛館述常委は会について

第 6回 9月12日因

議 題 (l)昭和54年度購読国内雑誌について

(2)昭和53年度共通碁本図因選定委員会について

報告事項 （1)時間外Hf-J館について (2) II(｛和54年度外国雑誌について （3) 学生用図書について

(4)昭和53年度共通基本図 因について (5) JOISオンライン情報検索サービス実施について

編集後記 「シラケの時代は終わ り若者は今、ものを訊き、 そして何かを熱っぽく語り始めた。」

これは投稿の急増 を伝える ある雑誌の特集記事。亥鼻分館に投書箱を置いて 3ヶ月、も の申す

人の言葉は入っていなかった。図書館サービスが量質ともに充分とは考えられず、図書館の必要

性と期待度を示すもの言わぬ投書とうけと れぬこともない、自戒。学生用図書は今回のリスト以

外 にも入る予定のものがあります。新 しい本も増 えるし大いに利用し てほしいと思、う 。

病葉、手編みのセーター、手はポケッ ト、日だまりが恋しい頃。次回は桃の芽のふくらむ頃を

予定していま す。 （い）

〈追〉印刷屋 に原縞を入れる真際に、職員の方から資料不足についての意見がありました。次号

でお答えしたいと思います

千葉大学附属図書館亥鼻分館

千葉市亥鼻 1~ 8~ 1 

1978年10月27日

電話 0472 (22) 7171 （代表）
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利用者として図書館に思うこと
看護学部 兼 松 百合子

昭和52年 4月に私が本学へ着任した頃は、 現在の亥鼻分館は医学部附属図書館といヽ、看護学

部の者には、まず何となく いイ昔物＂とい った感じがしたことは事実である 。 しかし実際に中に入

り、職員の方々の懇切な応待に接し、また、当時、続々と入りつ、あ った看護関係の図書及び資

料をみて、たちまちその印象が変ってしま ったことも事実であ った。そこで53年 4月 1日より亥

鼻地区四部局の複合分館として亥鼻分館が発足したことは、私には誠に自然なことに思われた。

看護学部の学生からも、以前は 「あれは医学部の図書館でしょう 。」 という声が度々聞かれたが

亥鼻分館とな って一層身近にな ったことは、昨年度の学生の図書利用状況調べからも頷かれるこ

とである 。 ところで、このように分館にな ってより多くの人々に利用されることは喜ばしいこと

であるが、閲覧のためのスペースが狭いことは利用者にと って大変不便である 。朝早くか夕方で

ないと落着いて文献検索など出来ない。学生か大勢で討議しながら勉強している風景もよく見ら

れるか、外国の大学図書館のように、閲覧室と隣接してカンファレンスルームが備えられている

とよいと思う 。

次に目録カードを見ると、 1966年以降の約30,000冊のものが閲黄室内のカードボ ックスに納め

られているとのことであるが、閲黄室にあるものは3,000~4, 000冊で、その他は別棟の書庫か各

部局各講座に分散しているのが現状である 。各講座に照会すると大抵丁寧に調べて下さるが、時

間や距離や先方の手数を考えるとなかなか手が届き難い感じかして、分館内に集められていれば

と願わずにはいられない。 また、単行書の配架については、新しい分類が採用されて改善された

点も多いが、なお看護学を中心にみると、「看護」や「Nursing」の語がタイトルに入っている本

だけが看護学の項に一括してあり、患者心理、保健指導、患者教育など、看護と密接な関係にあ

る図書かすべて医学の各項や一般書の方に配架されているのはいかにも不自然である 。 Life 

Science Library として総合的な分類配架が望ましい。

私は53年度より学部の図書委員をしているが、学生用、講座用という購入方針になお戸惑って

いる。分館にあるものは主 として学生用で、限られた予算の中で購入されるとすると、学生の目

に触れるものは限られたものにな って しまう 。それでは学習意欲や視野の広がりを期待できない

のではないかと考える。厖大な知識の宝庫をまのあたりにし、ほしい査料が容易に豊富に手に入

るという環境の中でこそ、限りない探究の心が育っていくのではないかと思われる。 また大学の

図書館の発展は単にスペースや予算の確保だけでなく、学生の自己学習を前提とする教授方法を

重視することや、 利用者全体の意識やモラルの高まりにより達成されると考えている。



J O I Sオンライ ン情報検索サービス

その 2: CA C化学文献フ ァイルおよびTOXLI NE 

毒性文献ファイルについて

即回はMEDLARSファ イルについて簡単に説明しました。当館で最も利用されるのがこの

ファイルですが、次に利用の多いのがCAC化学文献ファイルです。 このファイルを「 JO I S 

利用の手引き 」に より説明し、さ らに 2月より TOXLINE毒性文献ファイルが追加されまし

たので紹介します。なお JO I Sで検索できる 5つのファイルのうち残 りの JIC ST理工学フ

ァイルは科学技術文献速報に対応するも のですか、環境公害編の医 ・農学の部は除かれています

ので説明を省きます。 またクリアリング情報ファイルは理工学分野において国公立研究機関で

現在進行中の研究課題情報ファイルです。 しかし生物学 、医学、農学の分野は入っていませんの

でこれも略します。

（イ）CAC化学文献フ ァイル

アメリカ化学会の下部組織である ChemicalAbstracts Service (C A S)が提供する

C A C (Chemical Abstracts Condensates)ファイルです。対象分野は化学全般 （生化学、

有機化学、高分子化学 、応用化学 、化学工業、物理化学 、分析化学）のみな らず薬学 などそ

の周辺分野にまで広く及んでいます。対象原査料は 125以上の国の延べ14,000種の逐次刊行

物、 26ヶ国の特許および世界中の主要な会議資料、 学位論文、政府刊行物を対象としていま

す。Vol.80 No. l (1974年 1月発行分）か ら検索が可能です。検索は分類コ ー ド (CAの

セクシ ョン番号、サブセク ション番号）、キー ワード （自由キーワード）、著者名か らさかすこ

とかできます。

（口）TOXLINE毒性文献ファイ ）レ

日本科学技術情報セ ンターの査料によると TOXLINE毒性文献 ファ イルは、 NLM  ( 

米国国立医学図書館 ）が CAS、BI O S I Sなど 7機関で作成された ファ イルを再編集し

て提供するものです。主に毒物学 とその関連分野を対象に14,000種に及ぶ逐次刊行物、特許

会議資料、学位論文、政府刊行物などから 記事を抽出し、現在約50万件の岳積を有 し、さら

に毎月約一万件の新規デー タが追加されます。各種化合物の毒性、 安全性、 また生物体への

作用、 影特などについての文献を集中的に検索する うえで極めて重要な ファ イルです。化学

業全般をは じめ、広く医薬品関係、食品加工関係の研究者にと って有効な情報ッールと た

ります。

（ハ）ファイルのサー ビス時間

サー ビス時間 月 火 水 木 金

J I CST J IC ST CAC  J I CST J IC ST 
10 : 00~ 12 : 00 

MED  CAC MEO MED CAC 

13 : 00~ 16 : 00 CLEAR CLEAR CLEAR CLEAR 

TOX TOX  

（注） 0 J I CSTはJI CST理工学文献ファイル OCACはCAC化学文献ファイル OM 
EDはMEDLARS医学文献ファイル QC LEARはCLEARING国内研究案内フ
ァイル OT O XはTOXLINE毒性文献ファイル
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昭和53年度 学生用図書購入リスト

QS （人体解剖学）

(l) Illustrated human embryololgy-V.1-3. Tuchmann, D 

et al 

(2) The developing human; clinically 

oriented embryology. 2.ed 

QT （生理学）

(3)身体1i，欧且児のレク レーション
QU （生化学）

(4)レーニンジャー生化学

Moore, K.L 

Pomeroy, J 

(5) Biochemistry. Freeman International ed. Stryer, L 

(6) Acidebase regulation. 2.ed Masoro & 

QV （薬理学） Siegel 

(7) The pharmacological basis 

of therapeutics. 5.ed 

(8)槃埋＇芹改訂第 5版

(9)桑理学‘尖料

(lO)今 日の治燎薬 ー解説と便窃一

'78年 9月追補

QW（細菌学およぴ免疫学）

(l l) h文新l医微生物学 改訂第 3版

(12)腸内細I¥1 (I)aIXIII) 

(13)微生物の新し い分類学

(14)かんウイルス

( 1 5 ) 医学 • 生物＇；:.のための免疫学入門

(16)免疫学要説

(17)目でみる免疫学 — )i礎から 臨床ヘー

(18) Immunology in med1c1ne 

QY （臨床病理学）

(19)臨床診断学 検牡紺

(20)臨床検査の知識と介助

QZ （病理学）

(21)病理学実消

(22)病理学改訂第3版

(23)病理学 第2版

(24)病理学各論 1、 2 

Goodman & 

Gilman ed. 

伊藤 宏

自治 医 科大 学

宮本昭正

水島裕美

吉野 亀三 郎編

坂崎 利 一

長谷 川武 治紺

麻野 利 也

Weiser, R.S 

Roitt, I.M 

Good, R.A. & 

Fisher, D.W 

Holbarovo & 

Reevs ed 

阿部正 和 等 紺

柴田進 等 編

森井外 吉 他

今 井環等編

彩山 圭三 編

赤崎 兼義編

(25)最新病理学 ー構造と機能ー改訂 2版 竹内正他

(26)病気の構造 ー病理学の悦点から一 藤本雄 夫

(27)図説組織病理学 第5版 Sandritter, W 

(28) Inflammation and Arrigoni-

antiinflammatories. Martelli, E 

w （医薬）
(29)系統的にみた医学 ・生物学領域の英語術語辞典 宮野成二

(30)医学略語辞典 野田 喜 代 ー 他

(31)医学英和大辞典縮刷版 加藤勝 治 編

(32)英和医学辞典 大 矢全 節

(33) 1¥1和医学辞典 大矢全 節編

(34)医師国家試験問題コ ピー出

第57回 （昭和49年 ）～第66回 （昭和53年）

(35)医学研究者名苅 1978~1979 北博．正 編

(36)理工のための医学 佐々木正吾編

(37) Butterworths Medical Dictionary. 2. ed 

(38) Interviewing the patient Engal & Morgan 

WA （公衆衛生）

(39)森境衛生学入門

(40)保随・ 医療計画

ー システム科学によるアプローチー

(41)公衆衛生学

(42)小衛生学杏

(43)疫学一臨床家のための方法論ー

(44)原生白苫昭和53年版

(45)母子保娃概論

(46)小児保健学 第 2版

(47)産業医学

(48)人間環境と娃康悶害

(49)環境汚染論

小泉 明

Reinke, WA  

& Williams, K.N 

曽田長宗他

青 山 英康

直松 逸 造 編 著

松本清 一

中山建太郎編著

野村 茂

WHO 

Waldboff,G.L 

(50) The dynamics of health care. 2.ed. French, RM  

(51) Encyclopaedia of occupational Intemetional 

health and safety. v.l, 2 Lobour Office. 

WB （臨床医学）

(52)図説臨床内科講座 第 1~ 3巻：内分泌 ・代謝 1 ~ 3 

(53)症候群辞典 田坂定孝等編

(54)新臨床内科学 第 2版 阿部正和 等編

(55)胃 ・十二指腸泊瘍のすべて 吉 利和編

(56)新内科診断学 吉 利 和

(57)内科シリーズ No.14 貧血のすぺて 中 尾喜久編

(58)今 日の治療指針 1978 石 山悛次他

(59)問診 と面接の技術 堀川直義

(60)面接による患者心理の理解 改訂版 Bird, B 

(61)人体ッポの研究 芹沢 勝助

(62)臨床診断学診察編 阿部正和等編

(63) H ea Ith assessment. Malasanos, L. 

WC （感染症）

(64)ウイ ルス肝炎ー急性肝炎から肝癌までー 鈴木宏，林康之

WE （筋肉骨系）

(65)身体運動の基礎 ー図解筋機能一 高木公三 郎

(66)整形外科教科甚増補改訂 児 玉俊夫

(67)臨床整形外科全苫 1 ~6 

(68)身体蹄害 ・すまい ・都市環境 野村歓他

(69) Textbook of disorders and injuries of the 

musculoskeletal system. Reprint ed. Salter, R.B 

(70) The spine. v. 1, 2 Rothman & Simeone 

WF （呼吸器系）

(71)新結核病学概論

(72)臨床呼吸器病講座 全 3巻

(73)呼吸体採の尖施法

晶尾忠男編

滝島任他編

Charpin, J. etc 

(74) Lung cancer: clinical diagnosis and treatment 

WG （心〔臓〕血管系） Straus, M.J. ed 

(75)心臓外科チームの為の患者管理の実際 第 2版

Behrendt, D.M. & Austen, WG. 

(76)心筋硬塞 日野原重明

そ の新しい理解と 診断 ・ 治税 • 生活 ・ 管理 太 田 怜

WI （胃腸系）

(77)外科病狸胃舟':，§取扱い規約改言［第 9版 胃 癌 研 究云

(78) Dseases of the liver. 4. ed Schiff, L 



WJ  （泌尿生殖器系）

(79)・泌尿器科学

(80)泌尿器科学 （現代医学双1F)

(81) Physiology of the kidney and 

body fluids. 3. ed 

Smith, D.R 

翡井修造

Pitts, R.F 

(82) Emmetts clinical urography. 4. ed. vol. 1-3 

WK （内分泌系）

(83)糖尿病 阿部正和， 平田幸正

WL（神経系）

(84)ベ ッドサイドの神経のみかた

(85)神経学 第1~6巻

(86)神経系の構造と機能

(87)脳卒中 ー救急診断から治療ま で一

(88)脳神経外科学 改訂 2版

WM（精神医学）

(89)小精神医学書改訂 2版

田崎義昭，斉藤隆雄

沖中 籠雄監修

Guyton, A.C 

亀山正邦，田崎義昭

太田富雄、西村周郎

加藤伸勝

(90)面接入門ーコミ ュニケーシ ョンの精神医学一 木戸幸哩

(91)精神病理 一その分析と臨床像ー Freeman, T.et.al 

(92)精神医学入門 西丸四 方

(93)人間の心と性科学 1, 2 徳田良二、小林司編

(94)心理検壺学 一心理アセスメ ントの桔本一 岡 立哲 雄編

(95)分裂病の精神病理 1 ~3 土井 鯉郎編

( 96 ) ケースワークー心理社会療法— Hollis, F 

(97)医療心理学 大段智光

(98)最新精神医学 ー精神科臨床の基本ー 諏訪 望

WN （放射線医学）

(99)放射線医学入門 立入弘，直松康編著

(100)新放射線医学 尾関己一郎， 松浦啓一編

WO（外科学）

(IOI)標準外科学第 2版 武藤相馬紺

(102)小麻酔科書改訂 5版 兵頭正義

WP（婦人科学）

(103)図説臨床産婦人科講座l3~20 メジカルビュー社

(104)小婦人科書改訂 3版 杉山陽 一

(105)臨床・病理乳癌取扱い規約第 4版 乳癌研究会

WQ（産科学）

(106)最新産科学 正常編、異梢編 真柄正直著 ・室岡一改訂

(l07)妊産婦保健管理 松本清 一

ws（小児科学）

(108)写真でみる新生児の観察と取扱い

(109)小児科学年鑑 1978-'79年版

(I IO)臨床小児科全書全4巻

(I 11)小児臨床検壺成績のよみ方、考え｝］（「小児科臨床」30巻12号）

(112)新小児科学 加藤英夫等編

(I 13)小児の治療保健指針

(I 14 ) 続•発達生理学 （「小児医学」 11巻 1 号 ）

(I 15)小児の正常値 馬場一 男等著

(I 16)児章臨床心理学事 典

(I 17)乳幼児栄投テキ スト 国分義行

(I 18)自rij症 1. 2 Bettelheim, B 

(I 19)最新育児の埋論と 実際（「総合乳幼児研究」臨時増刊号）

(120)小児自閉症 Rutter 

(121)乳児の発達 ー写貞でみる 〇オ児— Haas 

WT （老人医学、慢性疾患）

(122)創老期の医学 1ご、下 Anderson, WF 

(123)老年精神医学 加藤止叫長谷川和犬編

(124)老年病学 村 l:．元孝、亀山正月1共紺
WV（耳鼻咽喉科学）

(125)耳外咽喉科学入門 鈴木篤郎

(126)耳外咽喉科学 野坂保次監修

WY （看護）

(127)看護学教育全書2：看護学教育 長尾十三二，山田里津紺

(128) II 3 :看護教育の実際長尾十三二，山田里津紺

(129)系統看護学講座 18：母性看護学 松本 清 一 他

(130)最新看護学全書 29:耳鼻咽喉科 堀口由作，浜口健

(131)心理 ・社会的問題をもつ患者への援助 松本照子•編

(132)話の聴ける石護婦になるために 上野 沿

(133)ナースに必要な診断の知識と技術 日野原重明等花f

(134)内科 ・外科の看護 1 ~15巻

(135)疾患別術前術後の行護

(136) The press of patient teachmg m nursmg 

Redman, B.K 

(137) Community health nursmg 

(138) Assessment and management of 

developmental changes in children. Erickson,M.L 

wz（医学史）

(139)明治前日本医学史 全 5巻 増訂復刻版

NDC （非医学書を対象）

(140)分析心埋学 Jung, C.G 

(141)方法としてのIhi接 ー臨床家のためにー 土居 健郎

(142)方真染明治、大正、昭和 T-築 焉・iifj:床 一 郎編

(143)家族動態の理論 Harris, C.C 

(144)家放生活の社会学 松原治郎、 高橋均，細川幹夫

(145)家族問期論 森岡泊美

(146)集団力学入門一人間関係の理解のために一 岡幽朽雄

(147)現代日本の家族ー動態 ・問題 ・調整一 家放問題研究会

(148)家族の診断と治療 山根常雄訳編

(149)子ども白書 1978年版 日本千どもを守る会

(150)発達の遅れたfども の日‘iit指碍 森上史朗、抽木呑及共編

( 151 ) 陪害 をもつイ•ども の症状別日常指辞

(152) 遊びの日霜指森

シェーファー等紺

金 (•みつ 他

Leahy, et. a I 

( 153 ) ことばの I硲告をもつ [•ど もの学背の日常指祁 II

(154)ことはの遅れと障省の日湖指祁

(155)理科年表第52冊 （昭和54年） 東京 天 文台

品田 信宏 (156)教養講座ライフサイエンス

1, 3, 5-9, 11-14, 17, 18, 20, 21, 23-25。

(157)岩波講座 現代生物科学

1-1, 1-2, 3, 5, 7, 13, 14, 16,170 

(158)動物細胞学 I, II 小 川和朗糾

(159)大没和辞典 全13巻紐i写版 諸橋轍次

(160)大独和辞典 相良 守峯紺

(161)マルタ ン仏和大辞典

(162)岩波ロ シア語辞典堺訂版 八杉貞利

(163)研究者羅和辞典増訂新版 田中秀央編

(164)詩集 「病者 ・花」 一細川五逍稿詩集ー 小川鼎三編

(165)失語症の歌 ー手記 ・脳外科手術 患者の復権ー

山田 一 彩

(166)クローニン全巣 1 -9, 11-22。
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ゞジシ真シーシベ｀”

ロ一巴竺ユこ三
ー利用者のいけん一

0 できればで結構ですが動物の学名辞典で「～科」程度まで

でもわかるようなものか一つ亥鼻分館に備えてあればたす

かるのですが。実は先日 「Philosamiaricini」という 言葉

がどんな動物に当るのかを調べていましたところ、調べ方

かわるかったのかもしれませんが、ここの図書館ではみつ

からず千葉県立中央図書館に屯話をかけてきいたことがあ

りました。無理なお願いかもしれませんか御検討いただけ

れば幸いでず。

一係か らのこたえー

0御返事が大変おそくなりました。図書館として購入できるかどうかを検討し 、さらにど

ういう本かあるかを調べました。医学部動物実験施設の先生や出版社に問い合わせた

りした結果、北隆館発行の「毘虫大図鑑 全三巻」の購入か決まりました。 1, 2巻は

既刊ですでに閲院室に配架されましたが、 3巻は発行されしだい入ることになっていま

す。上記の質問は 1, 2巻で調べることかできました。これからも図書館の不備な面を

指摘して下されば幸いです。

4
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利用アンケート調査集計 （実施期間 1978.11. 27~12. 2) 

学内他学部
学 外 2.6%

利用目的

6% 
活性研
0 6% 

石護
午後 ＼ I 午 前 ＼ （教
(13.. 00(～ l 7: 00) 1日(9.'00~] 2: 00) 12 
24 9% ¥ ・ / / 33. 4% / 病

贔
仕休み＼ ＇ ／ 

] 5 

(12: 00-13: 
19.3% 

時間帯別入館者 所属別入館者

口
閲覧

i『
コ J そ

閲^注雑 行単書 査二 ピ 0五の] 2 
此兄 -I 誌 料次 | s~ 他

11/27（月） 20 26 24 6 35 31 2 33 

28（火） 21 22 13 3 25 18 ， 
29困 16 23 21 5 18 16 3 23 

30休） 21 19 15 5 16 15 1 21 

12/ 1倹 32 22 22 2 31 ~9 1 19 

2 (±) 22 26 12 10 17 21 16 

（注 l)特に小区分のないもの

（注 2）火咲日は MEDLARSなし 土Bはは使用不可

小 さなまとめ

0実施期間が医学部学生の試験期と重な ったため、学生の入館者が多くしかも午前中に集

中した。普段ば必ずしも午前中か多くはない。閲覧机の不足か目立ったため、 二階に机

をふやすことにな った。雑誌の利用と コピーは重復利用かはとんどと思われる。雑誌の

利用については、どんな雑誌がより 利用 されるのかと いうさらにきめ細かい調査が今後

に残されている。アンケートに答えて下さ った方たちの御協力に感謝します。ありがと

うごさ｀`しヽ ました。



1．図書館利用のしおり (1979年 ）ができあかります。

専 門課程 に入る 医学部、 看護学部学生、 附属校新入生に

は配ります。その他 の方で必要 とされる方は図書館 カウ

ンターにおいで下さい。

2. 4月 9日から時間外開館を行 ないます。

3月17日か ら休止し ていましたが再開 しま す。

平日 20:00まで 土曜 4: 30まで

3．学生の方は図書帯出券をつ くり 直 して下さい。

古い帯出券は 3月31日まで有効の ものです。図書館カウ ンター

で交付しています。

学部別貸出冊数 (1978年10月～1979年 1月）

医 学 部 附 属病院 看護学部 活性研
その他 備 考

学生 教職員 附屈校生 教職員 学生 教職貝 教職員

10 432 62 46 69 200 12 ， 45 30日より大学祭等のため休館
11 427 73 151 27 210 5 18 63 4日まで大学祭等のため休館

12 294 53 105 25 232 2 8 73 27日より年末休館

1 266 63 132 24 249 6 18 81 5 Bより開館

計 1419 251 434 145 891 25 53 262 

（教職員＝医員、研條医を含む 学生＝大学院生、研交生を含む）

亥 鼻分館運営委員会

第 7回 10月26日（木） 議 題 (1)昭和54年度購読国内雑誌について

報告事項 (1)夜間開館につ いて (2)昭和53年度上半期図書館利用状況について

第 8回 11月21日（火） 議 題 (1)1979年 コンテンツ ・サービスの実施について

報告事項 (1)亥鼻分館利用状況実態調査について

第 9回 12月14日 （木 ） 報告事項 (1)外国雑誌の購読希望調査について

(2)年末年始の休館等について (3)亥鼻分館利用調査の結果について

第 1回 （昭和54年） 1月25日 （木） 議 題 (1)昭和54年度亥鼻分館維持運営費について

報告事項 (1)学生用図書購入費 （第 2次）配分について (2)コンテンツ ・サービスの申し込み

｀
 結果について

編集後記 “学校の図書庫の裏の秋の草 黄なる花咲ぎし 今も名知らず”啄木の歌

にある図書庫 とい う文字は暗い閉架の図書館を思い起こさせる 。 3月中、旧同仁会館 3階のうす

暗い仮書庫に入り医科大学時代からの雑誌、単行書の整理をして いる。 これらの査料は今まで相

互貸借等で利用の依頼があ って もさかすのが難か しい とい う状態にあ った。はこ りのかぶった山
やかに

積みの資料 を前にし ては図書館は図書庫でないという 声 もしすみかち。 「図書館における館的観

念の打破」とは いい古された言葉ではあるが死語でない。

ソメイヨシノの頃。袋一つ さげてサクラ前線と 一緒に北へ向け歩いた旅人の話を想い出す。

袋の中は、旅、漂泊、 自由、あこかれ、ひるね雲。旅人は亥恥山をも歩いたろうか。満開の頃、

亥昴分館は 2年目のスター トです。 （い）

千葉大学附属図書館亥鼻分館

葉市亥鼻 1~ 8 ~ 1 
1979年 3月20日

電話 0472 (22) 7171 
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亥 鼻 分館の現状と将来

分館長 萩原 禰四郎

生れた時に50センチほとの赤ン坊の身長は、 1年後には約 1.5倍の75センチあまりに成長する。

咋年 4月 1日に誕生した亥鼻分館は、今との程度になっているであろうか。結論から先に言えば、

亥恥分館のこの一年は、館員ー同の努力と関係各位の好意あるご協力のおかげで、人間零歳の成

長にひけを取らない延びを見せたといえると思う。

53年度の亥鼻分館運営費の決算額は前年度のほぼ 2倍となった。これは独立した亥鼻分館とし

ての最低限の体裁をととのえるため、旧同仁会食堂に未整理のままに収納されていた約 2万冊 の

蔵書を、 1悶競可能なように配架するため、文献索引のためのJOIS端末機を購入 ・稼動するため、

閲裳室の書架に天板 ・側板をとりつけ、フラワ ボックスを入れるなどして閲覧の環境を整備す

るためなどに有効に使用された。

亥恥分館の時間外開館時間は咋年 9月から延長され、分館利用者も増えたが、 その年間実数 は

つかめなか った。 そのかわり、分館利用状況を調べてみると別掲のとおりで、館外貸出冊数は、

8,781冊、公用文献複写枚数は182,381枚とと，それぞれ前年度の 1.4倍 、1.43倍に増加している。

またJOISの文献検索サービスも昨年 9月から開始し、好評裡に利 用者が増えつつある。亥鼻 4

部局に対するコンテンツサービスは前年度の各 5タイ トルから 7 タイトルにしたが、総タイトル

数 427は前年度の1.47倍である 。 これらの状況をお知らせし 、分館へのご理解を深めていただ＜

ために分館ニュースを発行することにしたが、年度内に 3号まで出すことができた。なお分館運

営についてのアドバイスをいただくための分館運営委員会は53年度内に10回開催 されている。

54年度に入って最も嬉しかったことは、亥鼻分館運営毀および共通基本図書費が、附属病院な

らびに生物活性研究所の理解あるご協力により、ルールにのって執行される目安のついたことで

ある 。恒産あればI'亘心ありという 。 このことによ って図書館本来の業務に一そう専心することが

できるようにな った。

亥鼻分館はその成立のいきさつからいって、生物 医学情毅図書館構想をふまえた上で、経過措

置として発足したものである 。従 って将来の目標はあくまでも地 区のセンターとしてわ生物 医学

情報図書館を設立することであり、亥鼻地区整備委員会によって予定されている位躍に、亥鼻地

区にあるすべての蔵杏を収納できる書庫と、広く静かな環境の閲党室、 それに近接して視聴覚室、

カンファレンスルーム、さらに能率的な事務室、情報処理室等を備えた図書館をつくることであ

る。 しかし、亥鼻地区では目下教育研究棟の改修工事が行なわれている最中であり、整備計画の

中には医学部実験動物施設、 学生の厚生施設等の新 ・改築、病院附近の環境整備などがあげられ

ている上、改修された教育研究棟へ基礎教室が移転した後の現医学部本館の利 用計画もある。亥

ぬ分館としては前述の将来構想をなるべく早期に実現したいが、亥鼻地 区全体のこのような流れ

に従がう必要もあり、閻くの間は現医学部本館の一部を、書庫として利 用する方向で検討を重ね

ている 。



ーれについて間凶があるのは忠庫というものの特巽性である 。 苫庫の床は 1m'当り 500kgの加

玉（こ 1(1i寸えるべきものとされて い るが、現医学部本館の建物 は 1m'当り 200-230kgの加重にしか

1(1i寸 えない 。 ）j •晶準 ，汁り印通りの増染分担当の 1,400rri'の広さに 、全蔵 出：を収納すると 床 が抜け て

忠 わぬ！Ji故 を起 こしかねない。 関係各位の了承を得て碁準より大巾 に広い面禎を利川 させてもら

うこと 、 これを1}fl架 ）j式の1誌J'厖因庫とし 、エレベーターを用いて利用者の使 を計ることなどが、

亥り，＼分鎚の当面の 日標である 。

亥鼻図書分館 2年目を迎えて

眼科学教室 石 川 主
目
、>、,

千染大学：附属図心館亥恥分館が亥鼻地 区 4部局（医学部、附属病院、生物 活性研究所、看護学

部） の複合図心館とし て発足してからすでに 1年 3ヵ月近くにならんとしている 。此 の間萩原分

館長を中心に桜木事務長、総務係、整理係、運用係の方々の努力は大変なものがあ ったと 忍 われ

る。 兎に角亥必分館が連画面において順調に実質的 な機 能を発揮している点図力委はの一 人とし

ても 御同度に堪えないところである 。編集＋から何か書くようにとのことですので、也、いつ いたま

まを因くことにする 。

千葉大学生物医学情報図書館構想に寄せて

水い伝統ある医学部図書館は発展的解消し亥恥分館として発足し、事務機構も独立して充実し

たわけであるが、昭和50年頃話題にのぼった生物医学情報図書館というユニークな計画は未だに

記憶新たなものがある 。現在亥鼻分館に対 する希望を個人的な ものとして考えるならば次の如 く

になる 。

1. 図害の中央化

2.閲裳室の拡張

3.古沓記念室の増設

4. カ ンファレンスルーム 、 テールームの増設

5.単行書・ • 新刊因の配架の整備

6.複写機の整備 ・増設

7. カードボ ックスの整備

このように考えてみると現在の亥鼻分館ではスペー スの問題もあ って全く夢のような話にな って

しまう 。 しかし亥恥 分館より生物 医学情報図書館への道も遠いものとは考えずに生かしていきた

いものである 。

現 実の問題は基礎棟移転後の亥鼻分館の運営であろう。分館長を中心 とする運営委旦会で十分

に検討して項きたい。 旧職員食堂にある図書の移換、各講座にある古い図書の中央移換、東洋医

学古書並びに日本の眼科古書の記念室等も考えて項きたい。 できれば学生の談話室の 1つ位欲し

いものである 。 問題は山積し ているが前向 きに進みたいも のである 。

附属病院と亥鼻分館

膨大な職種の人員をかかえる 附属病院には病院籍の医師 のみでも 400名以上に達する 。長年

の1賀例で臨床講座では校費で購入した図書 は各教室に保管している 。以前の如 く臨床講座や研究

施 設が病院と 同居していた頃は何の不都合もなく不イ更 を惑ずることはなか ったし 、医学部図書館

にも親しみがあ った。 この度新病院が完成して少しく 離れた所で診療に従事してみると 、同じ時

期に発足した亥恥分館が何か味遠にな ったような錯覚にとらわれる 。 附属病院の図杏委員は科長

のみからなり 、 たまたま私が委員長であるが、各構成組糸哉より委貝は出ていないので委員会は構

成されていない現状である 。

亥 ぬ分館が 4部局の複合分館であ るという原則に立つならば附屈病院にも図杏委只会を作り 、

病院各層の意兄や希望を開陳す る場を作り、 亥 恥分館に何等かの意忠 の疎通ができるならば、亥

恥 分館 に対 する認識と 親 しみを一段 と昂めることができるのではないかと考えるものである 。
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昭和53年度 学生用図書購入リスト
QS （人体解剖学）

(1) Clinical Anatomy for Medical Studies. Snell,R 

(2) Clinical Embryology for Medical Snell,R.S. 

Students. 2. ed 

(3) The Developing Human. 2.ed. Moore,K.L. 

(4)解紆ll'長背のI二引き 寺 H」，藤田

QT （生理学）

( 5 ) 生体の制御•情報 シ ステム 宇都 'gi政

(6) Medical Physiology. V.1,2. 13.ed. Mountcastle,V.B 

(7) Textbook of Medical Physiology. 5. ed. Guyton,A. C 

QU （生化学）

( 8 ) 大学の生物学 • 生化学

(9)酵索学の基礎

(10) A Century of DNA 

QV （薬理学）

丸山工作

小倉安 之 編

Frankl in, H & Jack, S 

(11) Molecularbiology and Pharmacology 

of Cyclic Nucleotides. Folco,G & Paoletti. ed. 

(12) Antibiotics in.Clinic a I Practice. 3.ed. Smith,H 
(13) Kremers and Urdang―s History of Pharmacy. 4.ed 

(14)臨床応用漢）j処）j解説 矢数道明

(15)漢）j医学大 系 1.2 :論説篇 上，下

(16) ,, 3: 治原篇

(17) ,, 4. 5 :薬物 ・薬方篇上，下

(18） ク 6 :処h躾，漢方医学講座
(19) ，， 7:漢方カード

(20) ヶ 8~11 ：泌ガ人l"J 1 ~ 4 

(21) ，， 12 :宗版示旧 傷寒論

(22) ，， 13 :禾I.I訓傷寒論

(23) ，， 14 :頚緊方 ・金既要略方解説

(24) ，， 15 :金脳要略・和訓金阪要略

(25) ，， 16:医藉解説 ・考証 ・医史学篇

(26) ，， 17 :随想 ・座談 ・針灸編

QW（細菌学および免疫学）

(27)エヒゾーム

(28)免疫迫伝学

QX （寄生虫学）

(29) lntroduction to Parasitology 

QY （臨床病理学）

(30)臨床に必要な血液型の知識 2版

QZ （病理学）

(31)癌と放射線治根

渡辺 力

ヒルデマン ・渡辺他訳

Chandler, R 

(32) Atlas der Pathologischen Anatom1e. 

w （医業）
(33) Otolaryngologic Clinics of North America. V. 2 

(34) Erinnererungen eines Deutschen Arztes. Lousis,G. F. 

(35) Vienna Medical School the 19 Century. Lesky,E 

(36) l::l本医師会 野村拓

(37)医師ベチューンの一生 R・スチュワー ト

(38)ジュ リスト臨時増刊 医事判例 100選

(42) 医学と社会

(43)医療と人権

(44)医療的認識の探求

(45)ジュリスト臨時増刊 医療と人権

(46)実践的医学概論

(47)市民の医学

(48)医療経済思想の展開

(49) 日本医療の経済学

(50)障害者医照の思想

(51)転換期の医根

(52)医根社会化の道標

(53)医療政策論孜 1, 2 

(54)講座現代の医僚 1，市民と医根

(56) ，， 3, 医療保障

(56) ，， 4, 医学教育

(57) ，， 5, 医療産業

(58)講座医原政策史 （増補）

(59)日本医根の課題

(60)日本医原の進路

(61) 日本の1．開業医

(62)現代の法医学

(63) Going to See the Doctor 

(64) Some Famous Medical Trisls. 

WA （公衆衛生）

(65)生きる粂件 増補改訂版

( 66 ) 疫学＿原理 と 方法 —

(67)小児保健学 第 2版

(68)地域保健活動

(76)社会医学研究 1' 乳児死亡

WB （臨床医学）

(80) P 0内科診断マニュ アル

(81)中国漢方医学概論

(82)漢方治療の方証吟味

(83)臨床応用傷寒論解説

(84)｛晶寒論講議

(85)束洋医学概説

(86) ti.I訓類漿方広義重校薬徴

WC （感染症）

川上 武

川 上 武

中川米 造

和 気 朗

川 上 武

日野 、 野村

川 上他編

高谷、加藤

川 上 武

川 上武編

野オ寸 拓

野村 拓

川 上 武

医療経済研究会編

川上 武

石山翌夫

Stimson & Webb 

Reprint of 1928 

久保全雄

MacMahon 

中山健太郎編

橋本正巳

(69) クロム禍の労（刺医学的研究 （公害職業病シリーズ 2) 

(70)医根と福祉 川上武

(71)近代保健息想史序説 汲田克夫

(72)地域医根 I, 0 益子、野村編

(73)食品衛生学概説 相磯、加藤

(74)大気汚染と雑康破壊 南雲 消

(75)国民衛生の動向 (53年度） （／厚生の指標特躾）

丸山 博

(77) A Color Atlas of Physical Sigus in Medicine. 

国行 昌 粕 Zatouroff 

(78) Adam―s Physical Diagnosis. 15.ed Burnside,J. W. 

重 松康 (79)日本の医者 川上武

南京中医学院編

細野史郎

塚敬節

奥田謙蔵

長浜善夫

(39)食品公古論

(40)現代医療論

(41)医学概論 I, 0, lII 

丸山 博 (87)History of Malaria in the Roman 

川 K 武 Campagnafrom Acnient Times. 

澤潟 久 敬

Bal 1,J 
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WO  

(88) Sodium and Water Homeostasis. Brenner & Stein 

WE （筋肉骨系）

(89) Fractures. V. 1, 2 Rockwood & Greei1 

( 90 ) 整形外科'`j・': および外 fら応•'： 森崎 編

(91)俎骨腕閃‘，仔の社会医学 増補版 牧野 忠、康

WF （呼吸器系）

( 9 2) 慟 らく も のの呼吸器疾患 ーその原因 から 予防まで — 海 老 原 勇

(93)祈 しい検査法か らみた呼吸沿疾忍の診断

(94) じんil1|iとのたたかい （公害職業病シリーズ］） 海 老 原 勇

(95)全身性疾患 と肺 中 尾 、 三 上

(96) The Lung. 2. ed Com roe, J. H. et al 

(97) Diagnosis of Disease of the Chest. V. 1, 2 

Fraser, P. 

WG （心 〔蔵〕血管系）

(98) Clinical Scaler Electrocardiography. Lipman,M 

(99) Cardiac Diagnosis and Treatment. Fow ler,N, 0. 

(100) Clinical Phonocardiography and 

Etaternal Pulse Recording Tavel,M 

(101)心臓 カテーテル法 今 野 草 二

WH （血液およびリンパ系）

(102)現代血液学基礎と臨床 中 尾 喜 久編

(103)血液型と輸血 （新版l:1本血液学全甚10)

WI （胃腸系）

(104)現代外科手術・'戸大系 12 :肖 ・トニ指｝l加の手術

WJ （泌尿生殖器系）

(105) Pathology of the Kidney. V. 1, 2, 2.ed 

Heptinstal I, R. H 

WL （神経系）

(106)神経学の歴史

(107)臨床神経学第 2版

(108)神経病理を学ぶ人のために

(109)現代の神経科学 1~4 

Mchenry,L.C 

椿他編

平野朝雄

(llO) Technique of the Neurologic Examination 

(111) Principles of Neurology. Adams & Victor 

(ll2) A Textbook of Neurology. 5. ed Merritt,H.H 

(113) Corelative Neuroanatomy and 

Functional Neurology. Chusid & McDonald 

(114) The Anatomy of the Nervous System. Ranson,S.W 

(115) Human Neuroanatomy. Malcolm,B.B 

(116) Medical Neurobiology Grpssman, W 

(117) Neurological Surgery in 

Infancy and Chi ldhoood 

(118)脳疾忠の レ線診断

(119)脳卒中の外科

(120)小児の脳神経外科

(121)頭蓋内疾恙の初期診療

(122)現代の脳神経外科

WM （精神医学）

(123)粕神薄弱の医学

Matsa 

原 一 夫編

鈴木 二 郎

Till,K. 

植村研 一

森安信雄

( 1 29 ) 出 生 前の医学— 先天異常の基礎と臨床 ー

(130) Surgical Emergencies in the Newborn. 

Holler & Talbert 

WP （婦人科学）
(131)図説臨床産婦人科講座 25巻 ：産婦人科 と麻酔

(132) Gynaecology 11 lustrated. Garrey 

(133) Current Obstetric & Gynecologic 

& Diagnosis & Treatment. 2. ed. Benson,R.C 

(134) Novak's Gynecologic and Obstetric Pathology 

WQ （産科学）

(135) American Midwives ; 1860 to the Present. 

ベ ンローズ

(124) Comprehensive Textbook of 

Psychiatry. V. 1, 2. 2. ed. Freedman, A. M. 

WN （放射線医学）

(125) CTスキャンニン グによる人体横断面図譜

(126) X線診断学 改訂第11版 御園生他

(127)核医学 3版 安河 内、木下

WO （外科学）

(128) 新臨床外科全因 l ；外科総論 他 18 Vols 

(136) Labor among Primtive Peoples. 

(137) Obstetrics Illustrated. 2. ed. 

WR （皮膚科学）

(138) Histopathology of Skin 

WS （小児科学）

(139) 現代の小児科学 改訂 2版

(140)最新小児医学 改訂 3版

(141)現代の小児科学 改訂 2版

(142) Heart Disease in Infants, 

Children and Adolescents 

WT （老人医学，慢性疾患）

(143)寿命を決定するもの

WU （歯科学，口腔外科 〔学〕）

(144)口腔粘膜疾患診療図説

WV （耳鼻咽喉科学）

(145)耳恥咽喉科学 下巻第 2版

WW（眼科学）

(146)角／j莫移植の臨床

wx（病院）
(147) Patient Teaching in Critical Care. 

(148)病院管理大系 全 6巻

WY （看護）

(149)人間として看護婦として

(150)痛みをもつ患者の看護

(151) Quality Patient Care Scale. 

Engelmann, G. 

Lever. 

泉

編

編

、
他
他

生

木

生

若

鈴

若

Moss, A. J. 

ノゞーネット

西山茂夫

白岩 他編

桑原

Storlie, F 

Wonelett, M.A. 

& Anger, J. W. 

(152) Community Health Nursing ; Evolution and Process 

wz（医学史）
(153) History of Medicine. 1961. 

(154) Medicine ; an Illustrated History. Lyons, A. S. 

(155) Bibliography of the History of Medicine. 

1964-1969, 1970-1974 

(156) Greek Medicine. 1936 

(157) The Philosophy of Medicine ; the , 

Eary 18th Century. 

Blund, F 

(158) The Medicine Man of American Indian 

(159) Healing ; Pagan & Christian. Dawson, G.D. 

(160) Sir Charles Bell's Manuscript 

of Drawings of the Arteries. Harold, C. 

(161)裂刻日本古典全躾 ：本草和名 下巻

(162) ヶ ：医心方 1 ~ 7 

(163) ，， ：重訂本草綱目啓蒙 1~4 

NDC （非医学書）

(164)群杏系区l部集 全 7巻他30点
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JOIS オン ライン文献検索 ア ンケ ー ト集計結果

(1) 使 川 ファ イル

① MED  00) ② CA  C (3) ③未記入 (1) 

(7) 出力 した文献 のうち学内 で

入 手でき たも の は（）％くら い

(2) オ ンラ イ ン検索は ．0 ~19% 1名 • 50~ 69% 1名

① 初 め て (9) ② 2回日 (4) ③ 3回以ヒ (1) • 20~49% 2名 • 70~ 100名 1名

(3) 11じ）J文献 のうち適確なも の はどれ くらいあ りましたか。 学外 へ 申 し込んだ件数は(7)件
出力 文献数 (140)件 そのう ち海外へ は(3)件

適確で あ るもの (67)件 (8) 検 索 四用 につ いて

関連性の あ るもの (34)件 ①高すぎる (3) 

14)`□；：口も(:)②多：二： （41 (/̀1)） 〗ロロニHIしし)やす く ；な102る；と ＇Lします 力り
③不満 (2) 

(5) 不満足の原因は （具体的に）

• Keyword が少なす ぎる 1名

・検索語の選択に原因 2名

(6) 不適確文献 の内容に一 定 の傾向が や

(9) 今 後も使用しますか

① 使用 したい (14) 

② 再考 してみたい (0) 

③不用 (0) 

(10) その他 の意兄

ありましたら 書 いて下さい。 ・ファイルは最低10年分ほしい

・回答 な し

ーコメントー JOIS 開始当初か ら使用者 に対 し用紙 を渡 し、打 ち出 し文献を検討 した後で図書

館 に提出 して もら った。 回収は14しかなか った。現在は行 なっていない。

〔1〕館外貸出冊数
昭和53年度亥鼻分館利用状況

利 JI! 者

所・屈 けll J’医'.l:i乙 教[:li| |：it[［オ父！［； 1 1]父li::i J: : I ̂J;父l:,：i 活性研 Iその 他 II 合 ，i|・
1迂，＇l',-111}娑父I 3,608 687 I 1,050 407 I 2會 113 83 130 703 11 8,781 

＊間館 LI数： 294日 （時間外開館日数 ：228日）

〔2〕 文献複写

1. 受託 （公用）

部局名

複 写 枚数

医学 部 I附属病院 I石 護 学部 I活 1生 研 I他 学 部 I外 学 公 用 I亥仏＼分館 ^ ;.I• 口,,

139,5651 3,452 595 I 3,203 9841 2,9191 31,663 182會381

（私用）

部），J名
医学 部 病 院

教 宜 I学生 教官医U 附屈校生

石護 学・部
I I活性研 I他 学 部 I亥幻分館

教 官学生
学：外者 ノ ；—

口 ,:ii

件 ．数 13 I 546 I 134 47 129 4 I 125 

2.依頼 （他図苫館へ）

7 | 1, 783 || 2, 793 

(52,900枚）

部 ),.j 名 医学 部 I 附屈 糾院 I 石 没 ・；：：部 I 活 1生 研 II 合 ，汁

件
公

数 卜—―
杜、

JI I 

J 11 

57 12 

548 437 

75 

65 

145 

1,054 

〔3〕 JOIS （昭和53.9. 4-54. 3. 31) 

MED  ファ イル(ii'.I I CA C フ ァ イル TOX  ファ イル(it21 オフラ イ ン 移特額（注3)
1所属

使 JIIIIIl数 使 Ill時 間 使 IIIlIIl数 使 Ill時 間 使 JIJl11I数 ft l 11時 l:：I 使 ）IIIIII数 文献数 単 位 l'J 

医 i`：:if|i 84 1,242分 5 45分 1 39分 27 5,426件 366、470

附属応院 1 10 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1,450 

石護’和'f15 2 22 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4,500 

活性 i/f ， 142 5 41 1 

゜
2 400 45.275 

合 ，汁 96 1.416 10 86 39 39 29 5,826 417,275 

,le I : MEDLAHS ファ イル ， •rii~ II 9611 it2: TO X LI N I~ ファ イル 1 よ 54 年 2 J l l J l Ill!始 注 3:,il:i紅 屯話料、雑 tt込み
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1. 英国国立図甚館貸出部 (BLL D) への文献複写申込

（校費取扱）につ いて

． ー

従来は私貨申込だけ取扱って いましたが本年度から

校貨申込の取扱い を開始しました。

2. 文献探索ガイダン スを ，汁画し て います。

医学部4年生と看護学部 4年生に対し て文献を探す手

助けに なるようなガイダンスを企画しています。現

在、 学 4に対し 予備調査としてのアンケー トをお願

い していますが、 その結果によ って具体化 を考えていく予定です。

3. 夏休 み中の特別貸出 について。 4. I術館時間の変更につ いて

受付期間 ： 7月 7日～ 8月27日 期日 ：7月23日～ 9月 1日

貸出冊数 ：2冊 （雑誌を除く） 月～金 ：9 : 00-17: 00 

ミ
”
ぃ

‘。

返却期限 : 9月 3日(!=l) 土 ：9 : 00-12: 00 

附属図書館亥鼻分館運営委員名簿 昭和54年 5月 1日現在

部 局 名 氏 名 音15 局 名 氏 名

ノJ＼J 館 長 萩原 禰四郎 生物 活性研究所 林 謡成

医 .子-・こ乞 ,}15 材` 早車 ク 西 村和子

49 内 田 昭 夫 附 属病 院 石 Jil 清

看 設 ':芦 部 須 永 清 ク 降 矢 震

4ヽ 平 山朝 子 附 属図書館 ヽ杉 山 ネ谷

亥鼻分館運営委員会

第 2回 3月 8日困

報告事項 (1)分館 長会議について (2)春季休業中 の時間外間館休止 につ いて

第 3回 4月12日 （木）

議 題 (1)昭和55年度概算要求につ いて (2)昭和55年度外 国雑 誌購読希望調宜について

報告事項 (1)亥綽分館運常委員の交杵につ いて (2)昭和53年度亥 柘し分館利用状況に つ いて

第 4回 5月10日困

議 題 (1)昭和54年度亥鼻分館共通図書について (2)亥恥分館 者庫（医学部砧礎棟の利用

計画）取設けにつ いて

報告事項 (1)亥鼻分館運営委員の交替につ いて (2)昭和53年度亥鼻分館決鉢につ いて

(3)附属図書館長、分館長会議について

編 集 後 記 4月初旬、新しく 亥 昇分館の利用者にな る医学部 1年生と看設学部 2年、

3年生に図書館に来てもらい、それぞれを 2班に分け百f6回図苫館 の使い方や資料 の配漑等につ

いて簡単に説明しました。 口もうまく回らず説明不足のガイダンスでしたがそれから ニ ヵ月 、説

明 を聞 くよりも積極的 に利用することで熟れてくれたようです。 今回 の学生用凶因の リス トで わ

かるように単行書は咋年度にひきつづき増加 しています。 資料 の充実と 共に環境も良 くなれば申

し分ないのですが、省エネ ルギーの夏、暑 い図書館になるかもしれません。

3,OOOmの高み にある穂高山荘は立派な図書室をもって います。 本 の凪もさ ることながら 、 そ

の涼しさがなんと も魅力 です。純 白の山 なみは望めなくとも高山の涼風が吹 きぬけてく れた らと

忠 う梅雨の合間。葉 洩 れ日の中、 紫陽花 とかたつむりの話は入道雲 と向日葵へのこと 。 日のうつ

ろい 。 （し ）ヽ

千薬大学附属図甚館亥恥分館

千菓riテ亥鼻 1~ 8~ 1 
1979年 6月25H

電話 04 72 (22) 7 1 7 1 
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JO I Sを利用して感じたこと

生物活性研究所 西 村 和 子

1978年 4月 1日に亥鼻地区 4部局の複合図書館として亥鼻分館が発足して 1年半、単なる寄せ

集めではなく新らたな情報図書館として生まれ変ろうとしている 。その間の生みの苦しみとも言

うべき、萩原分館長、桜木事務長をはじめとする館員の方々の御苦労には感謝の気持でいっぱい

である 。

情報図書館の重要な機能として JOIS情報検索サービスがある 。そこで、この度は活性研内の

JOIS 利用者より耳にした意見、希望、 3回程利用してみた筆者の印象などを述べてみたい。 こ

れから利用される方々に多少とも参考になれば幸いである 。

JOIS を利用するのに最も大切なことは、 言 うまでもなく検索用語の選び方である 。 まず検索

用語集を見て、選んできた言葉の有無、スペルを確認する必要がある 。その際、形容詞つきの検

索用語、例えば細胞性免疫は Immunity,Cellularで出て くるので注意がいる 。 確認したら、係

の方とよく相談して検索用語の適否、 inputする組合せ、順序などを決める 。最初に筆者かとまど

ったのは MEDLARSの場合、上位概念の用語があることであ った。例えば、 Pathogenicity を

並みの検索用語としてある病原真菌と共に inputしたところ異常に少ない件数を答えてきたの

で、上位概念語として用いたら、予想に近い件数となった。 まず、主要語と上位概念語の組合せ

を決め、内容を限定する言葉をいくつか用意し、答の件数を見ながら、次々と対応してゆき、大

体予想に近い件数が出てきたら outputしても らうとよいと思われた。 また、件数が少ない時は

AXB、AXCの両方を outputしても らい、両方のデータをつき合せて よい結果が得られたこ

ともあった。筆者の検索テーマ “Cryptococc硲 neoformansの病原4生”の ように件数はあまり多

くないが、内容の範囲が広い時は上記の要領が参考になるかも知れないが、多数の報告がある研

究分野では適切な限定語を加えていくことが大事であろう 。

MEDLARSの場合、生物系の研究検索には限界があるようである 。ある利用者の話によれば

N AD H-Qxydoreduc taseを検索したら、 1500件あまりあり、その多くは臨床デー タでどうしても

酵素学的研究にしぼれなか ったという 。同じ言葉を薬学会展示場の丸善のサービスで調べたら20

数件にな ったそうで、 BAとオ ンライ ンしてはしいと強く希望された。

研究所内では CACの利用も多い。CACの場合、検索用語が多く選択が自由で検索しやすく

感じられた。ある病原真菌の二形性を検索するため、筆者は最初 MEDLARSの検索用語集にあ

た ったが、それほど特殊ではない二形性という 言葉を直接、間接に現わす用語を見い出せなか

った。 CACでは検索用語として採用されており 10件近い答えが得られた。当然ではあるが、そ

の性状に関する形態学あるいは生物学的研究の検索には不充分で、筆者もまた BAまたはそれに



代る生物系のファイルとのオンラインを望む 1人である。

以上、拙い経験を述べてみたが、いずれの研究分野でも必要とする情報量は増えるばかりで、

コンピューターに よる検索はかかせぬものになってゆくと思われる 。 JO I Sの一層の充実を期

待したい。 また、 利用者もお互いに情報を交換し合って、 JO I Sの長所、 短所を よく把握して

上手に能率よく使いこなしたいものである 。

亥鼻分館共通基本図書の中から

(1) Science Citation Index (SCI) 19 77年・ 1978年累積版

この資料は、既知の文献が誰によ って、何という論文に引用されたかを調べる索引です。また

既知の文献の主題と関連のある文献を得るのにも使います。つまり特定の理論とか、新事実とし

て問題になったりした事柄が、その後どのように発展したかを調べたり、 総説を書いたりする時

に役立つ資料です。この索引は次のような考え方にもとづいてい ます。ある論文の著者がすでに

出版されている文献を参照 （引用）していれば、そのことはその著者の論文と その文献の主題と

は関連性かあることを示しています。また主題における既知の文献との関連性ばかりでなく、新

しい論文も同じ文献を参照 （引用 ）していれば相互に主題の関連性かあ るのか普通です。このよ

うな関連性を利用して雑誌文献の引用索引は、同じ論文を参照（引用）した新しい論文を全部え

らび出してひとまとめにしたも のです。

SCIは CurrentContentsなどを作っている ISi社 (Institutefor Scientific Information) 

が発行しているも ので、世界中で最も重要な自然科学雑誌約2700点について全掲載論文と主要記

事をカバーし毎年約 400,000点か索引されています。1965年版を基にした調査では医学分野に分

類される雑誌か約45％を占め、純粋科学か約30%、工業工学が約15％ とな っています。 SC Iは

3部門、 CitationIndex, Source Index, Permuterm Subject Indexから成っています。

Citation Index :一定の期間内にどんな既発表文献かカレン トな文献の中で参照（引用）され

ているか、そしてどの雑誌の中で引用されているかを示します。まず引用された文献の著者の名

前によりアルフ ァベッ ト順に配列されます。その引用された各文献の後には引用をおこな ったカ

レントな論文リストか続きます。これらも著者名のアルファベ ット順に並べられています。

著者不明の文献を引用した論文や、個人ではなく機関か著わ した文献を引用している論文も収

載しています。

Source Index : S C Iによ って毎年カバーされる約 400,000点以上の論文の著者索引です。索

引を付されたすべての論文に対し、それぞれの全タイ トル、著者全員の名前、雑誌名、巻、ペー

ジ数、発行年などを含む書誌的事項を完全に記載しています。

Permuterm Subject Index :著者がつけたタイトルをそのまま取り上げ、その中の重要な語彙

はすべて検索用語 とし て使用 します。論文のタイ トルに含まれている単語はそれぞれ同じタイト

ルの中の他の単語と一対になるよ うに組み合わせられて 、各論文につき 二段階の索引用語がいく

つか出き上かります。それかアルファベ ット順に並べられ、その語彙を論文のタイ トルの中で使

用した著者の名前と連結させています。（近日入荷予定）

以上が資料のあらましですか手元にまだありませんので下記の文献を参考にして紹介 しまし た。

(1)津田良成 Science Citation Index -1961及び1964年版ー 医学図柑館 11(5) 219-220、1964

(2)衷田和夫 Science Citation Indexの使い方 医学図柑館 18(2) 167-178、1971

(3)紀伊国屋害店 ScienceCitation Index ー利用の手引 ＝一
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(2) 医学中央雑誌累積版

日本で最大の医学抄録誌であ る医学中央雑誌の 5年間の累積版です。 301巻～ 360巻 一昭和48

年 9月～53年10月一約60万件の文献を科目別に累積細分類 し24シリーズ全40分冊として約 2年半

にわたり刊行されます。分類目録、著者索引、物件索引の 3部門からなり各科目共通の収録誌一

藍 も付きます。現在年間12巻発行されていますので製本されたものでも 12冊繰らなければ 1年間

分を探したことにはなりません。それか科目別、分類別に 5年分の文献が集成されているのです

ら、遡及的に文献を探すときの手間 と時間が大幅に短縮さ れ、もれも少なくなります。発行か少

し遅れていて第 1回配本が10月18日予定です。

、昭和53年度 学生用図書購入リスト

OS（人体解剖学） W （医業）

(l)Atlas of Clinical Anatomy. R.S. Snell 

(2)Subcelluar Biochemistry. V.5 D.B. Roodyn 

(3)プルームフォーセ ット組織学 1, 2. 

QT（生理学）

(4)ティミラス生理学一発育と老化のしくみ

(5) Physiologie des Menschen. Shmidt. 

QU（生化学）

(6)ホワイト生化学 1, 2. 5版 White 

(7)Biochemistry. N.V. Bhagavan 

QV（薬理学）

(8)i英方医学大系 18 総索引 龍野 一雄

(9)ストライヤー生化学上，下．

(IO)Side Effects of Drugs Annual. 3. 

QW（細菌学およぴ免疫学）

(II)微生物学 俵 寿太郎

(12)医学ウイルス学

(13)ウイルス学

(14)Biology of Animal Viruses. F.K. Fenner 

ホ ワ イト

植竹久雄編

(15)ロア ット免疫学要説

(16)Basic & Clinical Immunology. H.H. Fundenberg. 

(17)Structural Concepts in Immunology and 

Immunochemistry. EA. Kabat 

(18)Immunology for Students of Medicine 

(19)感染症 C.A. Mims. 

QX（寄生虫学）

(3l)Cold Spring Harbor Symposia on Quantitative 

Biology. vol. 41, no.1 & 2 

(32)医療六法 ・昭和54年版

(33)地域保健活動の動向と課題

(34)エッセンシャル社会法医学

(35)Legal Medi::ne Annual. 1978 

橋本正巳

青木 ・向井

(36)Gradwohl's Legal Medicine. Camps et al. 

WA（公衆衛生）

(37)総合衛生公衆衛生学 藤原充典他編

WB（臨床医学）

(38)図説臨床内科講座 第 7巻 ：呼吸器l

(39)Cecil Textbook of Medicine. Beeson et al. 

(40)療養のコッ シリーズー胃 腸病療養のコツー

(41) II 一腎臓病

(42) 11 ー肝臓病

(43) 一高 血圧

(44) 一脳卒 中

(45) ーリウマチ

(46) 一心臓病

(47) 一糖尿 病

(48) 一ぜんそく ＂ 
(49)新内科学大系 l~ 既刊分 30冊

(20)Animal Parasites. 

QZ（病理学）

0.W. Olson. 

(2l)Allegemeine Pathologie. O.W. Olson 

(22)Atlas ot Pathclogic Anatomy. W. Doerr. 

(23)現代の病理学 総論 横山武他

(24)ボイド病理学 2 

(25)ボイド病態学 W. Boyd 

(26)図説基礎病理学 赤井 • 松尾

(27)予防ガン学 1977 平山 雄

(28)環境科学からみたかんの予防 平山他訳

(29)現代中国の癌医療 杉充 胤訳

(30)ススルタ大医典 1, 2, 3. 伊東 ・鈴木訳

(50)香川式食事法 l~6 

(51)新編食事療法シリーズ 1 -13 

(52)リハビ リテーシ ョン ・マニュアル K.B. Washburn. 

(53)写真でみる運動療法の実際 大 塚

(54)写真でみる片麻痺の リハビリテーション 大 塚

WC（感染症）

(55)I)ynamics of Tropical Disease. G. Macdonald. 

WD （欠乏性疾患）

(56)膠原病 ー その理解のしかた ・ 診かた • 生活指導ー

WE（筋肉骨系）

(57)0rthopaedics, Principles and their Applicat10n. 

WF（呼吸器系）

(58)ヒンショ ウ呼吸器病 原沢直美訳

(59)The Human Pulmonary Circulation. Harris et al 

WL（神経系）

(60)神経科学講座 1-3, 5, 6. 

(6l)Brain's Diseases of the Nervous System 
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(62)Functional Approach to Neuroanatomy. E.L. House 

(63)Core Text of Neuroanatomy. M. Karpenter. 

刹Fundamentalsof Neurophysiology. R.F. Schmidt. 

(65)The Neurobiology of Behavior. G.T. Magenson. 

(66)Diagnostic Neuroradiology. 1,2. J.M. Taveras. 

(67)脳の統御機能 2:内分泌と脳 伊藤正男等編

(68)脳の統御機能 4 :運動の中枢メカニズム 伊藤正男等編

(69)人体脊髄並に脳幹に於ける知党伝祁経路 久留 勝

WN（放射線医学）

(70)Handbuch der medizinischen Radiolog1e 

XV /2: Nukleannedizin 
WO（外科学）

(71)新臨床外科全書 2 :腫瘍外科総論

(72)新臨床外科全書 3 :脳神経外科・自律神経外科

(73)現代外科手術学大系 10, 14. 

閻PediatricSurgery. Vol. 1, 2. M.M. Ravitch 

(75)Surgical Emergencies in the Newborn. J.A. Haller. 

WP（婦人科学）

(76)図説臨床産婦人科講座 21~24. 26. 27 

(77)Manual of Gynecologic and Obstetric Emergencies. 

WS（小児科学）

(78)Nelson Textbook of Pediatncs. 

(79)三歳児 一幼児の保建指導一

QY（臨床病理学）

（）臨床検査法提要

wz（医学史）
(81)医学文献の探しかた

WY（看護）

(82)看護 ・医療の歴史

(83)看護の歴史

(84)看護研究の手びき

ー卒後教育のために 一 M.Wandelt 

(85)看護の原理と実際 2 :観察 ・評価と看護婦の役割

(86)看護の原理と実際 3 :基本的ニードと援助

(87)寝たきり老人の家庭看護

NDC （非医学書）

(88)SP SS.統計バッケージ

(89)医統計学

Vanghar et al 

船川幡夫他編

J.A. Dolan 

セ ー マー

金

1, 2. 

上村

井 他

桂

New 

①

②

③

④

固

⑥

切

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑬

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑳

⑫

⑳

⑳

⑮

⑳

⑰

⑳

⑳

⑳

⑳

⑫

閲

⑳

閲

⑳

Subscription 1979 (Foreign 
American Journal of Maternal Child Nursing 

Annals of Neurology. 

Archives of Andrology. 

Arthritis & Rheumatism. 
Atherosclerosis. 

Biophysical Journal. 

Cell Biology : International Reports. 

Child Development. 

Child Development Abstracts and Bibliography. 

Dissertation Adstracts International. A & B 
Enzyme. 

Genetics. 

Hospital & Community Psychiatry. 
Instructional Course Lecture. 

International Journal of Andrology. 

International Journal of Social Psychiatry. 

Journal of Cardiovascular Pharmacology. 

Journal of Child Psychology & Pschiatry. 
Journal Fran<raise d'Opthalmologie. 

Journal of Immunological Methods. 

Journal of Neurology. 

Medical Informatics. 

Mutation Research. 

Physiologist. 

Pro stag land ins. 

Psychological Abstracts. 

Psychophysiology. 

Revue Neurologique. 

Scandinavian Journal of Haematology. 

Spine. 

Survey of Ophthalmology. 

Tissue Antigens. 

Trends in Neuroscience. 

Vision Research. 

Xenobiotica. 

Year Book of Nuclear Medicine. 

Periodicals) 
4(1979)-

1(1978)-

1(1978)-

22(1979)-

32(1979)-

25(1979)-

3(1979)-

50(1979)-

53(1979)-

40(1979)-

24(1979)-

91(1979)-

30(1979)-

19(1979)-

2(1979)-

25(1979)-

1(1979)-

20(1979)-

2(1979)-

25(1979)-

217(1977)-

4(1979)-

59(1979)-

22(1979)-

17(1979)-

61(1979)-

16(1979)-

135(1979)-

22(1979)-

4(1979)-

23(4-6) (1979-

13(1979)-

2(1979)-

19(1979)-

9(1979)-

1979-

看

内

館

2

館

館

1

看

館

館

館

館

経

外

尿

経

代

看

館

館

内

部

館

館

1

館

経

館

2

外

館

館

館

館

館

部

報

線

書

書

書

化

書

書

書

書

書

書

情

書

書

化

書

書

書

書

書

書

書

療

射

母

神

図

内

図

図

生

小

図

図

図

図

神

整

泌

神

機

精

図

図

神

医

図

図

生

図

神

図

内

整

図

図

図

図

図

放
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1 資料紹介 I

「医学文献の探し方一医学研究者のためのわかりやすいガイドー」

第20回医学会総会編集 1979 

第20回日本医学会総会は 「医学文献の検索と利用ー未来の図書館のために一」を展示企画の、

ーテーマとした。その記念出版物として刊行されたものである。当日会場でも販売されたという

ことなので入手した方もいると思われる。本書を読むことで医学文献の入手、図書館の利用に対

してより一層の理解を得られると思うので紹介します。今まで洋書では、 Useof Medical Li-

teratureゃ Howto Use Medical Libraryというまとま った本かあ ったが、日本においては医

学文献探索のための資料および方法を総合的、体系的に扱ったガイドというものかなかった。（個々

の二次資料についてはあるが）医学情報の蓄積形態とそれに伴う検索の方法か大きく変化 しつつある

今日、本書の刊行は時宜を得たものであり医学図書館員にと っても待ち望まれていたものである。

全体は 7章に分かれ、 1．情報の効果的利用への道 2．二次情報サービスの実際的な使いかた

3図書館を上手に利用するには 4医学書の探しかた 5．文献 リストの作りかた 6医学分野の

情報機関リスト 7．医学論文を書 く・学会で発表する一その前に一という構成になっている。

第1章の一次資料の発生については、情報の生産過程を時間的な観点から説明を加え、その流

れに沿って展開した方かシステマテ ックに理解できると思う 。 （とり上げる順序はそうな ってい

るか説明がはしい）しかし本書の特徴は二次資料、特に“オンライン検索の利用”にある。増えつ

づける情報を収集、整理、利用するには コンピューターの力によるところが大きく、検索には各

種のデータベースが利用されている。それゆえ第 2章では‘月オンラインを上手に利用するには”

という項目をたて解説を加えている。亥鼻分館でも JO I Sオンラインサービスを行なっている

が、これを読むことによ って、より深い理解を得られることと思う 。もちろんマニュアルによる

二次資料の使いかたの解説も加え られている。

文献リストの作りかたの章では、引用文献リストの作りかた、雑誌

名の省略等が参考になります。本書の編集者の一人は、 他の雑誌上で

「あくまで文献情報についての素人向けに著わしたものである」と述

べているが、若い研究者は各章を通して一読さ れれば文献入手、図書

館利用について大いに役立つ ものと思います。

また、 一方的に図書館の理解を押しつけるつもりはなく、医学図書館

員も利用者の要求把握や適切に応対できる力を培う意味において必読

の書といえる。

図書館閲覧室に2冊あります。本の背にWZ-345というラベルを

はって配架されています。A5版 133頁。

ク

//―-
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OSSIE米国研究案内フ ァイルの追加について

J O I Sオンライン検索サービスに上記のファイルが追加さ

れました。SmithsonianScience Information Inc.,（米国）が

提供す るものです。研究を実施または援助する米国国内の、約

1,300の公的および私的機関から SS I Eに任意に提供された

進行中および計画中の研究課題情報です。

対象分野と対象年度

1978年分か ら検索可能 で生命科学、自然科学、社会科学およ

び工学の分野を対象とします。

検索利用料と利用可能曜日

毎週 火 ・金曜日 10 : 00 ~ 16 : 00 (12 : 00 ~ 13 : 00を除く ）

ファイル 利 用料 180円／分

オフライ ン回答料 500円／ 回＋15円／件

館外貸出冊数
亥 鼻 分 館 利 用 状 況

昭和54年 4月～ 9月
・三・

医学部 附属病院 看 護学部 活性 研
その喜合計

学生 教職員 計 教職員 腐蟹 計 学生 教職員 計 学生 教職員 計 の学

1,647 329 1,976 185 305 490 1,049 110 1,159 2 50 52 293 3,970 

時間外（開館日数 109日) | 989 57 1,046 82 222 304 608 7 615 

゜
5 5 109 2,079 

合 計 I 2,636 386 3,022 267 527 794 1,657 117 1,774 2 55 57 402 6,049 
濠学生、学部学生及び大学院生、 研究生を含む

亥 鼻 分館運営委 員 会

第 5回 6月14日（木）

議 題 (1)共通基本図書について (2)昭和54年度学生用図書購読希望調査について

報告事項 (1)生物活性研究所に配架されている図書の利用について

第 6回 8月9日（木）

議 題 (1)昭和55年度外国雑誌購読申し込みについて

(2)昭和54年度共通基本図書の選定について

報告事項 (1)本館、分館長会議について (2)亥鼻地区部局長連絡会について

第 7回 9月13日（木）

議 題 (1)昭和54年度共通基本図書の選定について

報告事項 (1)亥鼻分館移転について（書庫 ）

編 集 後 記 賄所(I日同仁会）が動物実験セ ンターと して建て直さ れるため、同会内仮書庫

の移転を余儀なくされている 。移転先として医学部基礎系が旧病院へ移った後基礎棟を書庫と し

て使う計画か進められている 。 もともと 書庫としての建物でないため耐荷重等の制約から不自由

さは免れず、あ くまで過渡的暫定措罹と考えて いる 。利用者の負担を最小限にするためには、 絵

にかいた明日ではなく現実を見定め最良の配置に しなければと思 う。 しかし一方では、 ・ヽ無駄口

をたたかず、きかれもしないのにずけずけ出しゃばらない。” （チェーホフ ）を戒めにしながら

も新館建設に向けての夢を語 り始める時期に きて いる 。

軒下に忘れられた風鈴は、やわ らかな光と風の中、珠夏への挽歌をうた い暦は白秋。影の長さ

と薄くな った日めくりに戸惑いがちな頃。 （い）

千葉大学附属図書館亥鼻分館

千葉市亥鼻 1~ 8 ~ 1 

昭和54年 10月25日

電話0472(22)7171
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No. 6 1980. 3 

ニュース
千葉大学附属図書館亥鼻分館報

旧佐倉順天堂所蔵の医書について

第一生化学教授 浦義彰

順天堂医院の開祖である佐藤泰然は天保十三年に江戸から時の老中であった堀田候の城下町佐

倉に移って順天堂という医院兼医学校をつく った。 しかし翌天保十四年には堀田候は老中を辞職

している 。 しかし殿様か祁閣の重要ポストにいようといまいと一旦隆盛になった佐倉の洋学は硲

末まで続くのである 。

順天堂の本院は新政府の始まりとともに東京へ移ってしま ったか、堀末までに集められた書籍

の多くは佐倉順天堂に残されたのである 。私か昭和十五年頃佐倉順天堂を訪れた頃はまだまだ珍

しい本の宝庫であった。 しかし間もなくこの本は売りに出されたのである 。

千葉大学の医学部は第二次大戦中図書館で洋書を買うことか出来なくなったので眼科の伊東教

授の熱心なおすすめかあ って、この洋書を買う予算で佐倉順天堂の医書を買いとったのである。

その緑故かあるのでいまでも眼科の教室には幕末の名医ファ ン ・メーデルホルトの署名のある眼

科の教科書をはじめ多数の貨重な洋書か所蔵されている 。

一方和書の方は当時の医学部図書館 （今の亥恥分館）に所蔵されていたか、手狭になったため

一時西千葉の本館に依託された。その内容は日本古来の医書もあるし、幕末に上海で中国語に翻

訳された西洋の医書をさらに日本で印刷したものもあ って多彩である 。

佐倉順天堂の蔵書のうち医書以外の書物は現在大部分か佐倉高校の図書室に収蔵されている 。

硲末に医学を修めようとした人達は必ずしも医学書ばかりを読んだわけではなく、西欧の基礎科

学の書物をひろく読んだものである。それゆえ佐倉高校所蔵の旧順天堂の書物は千葉県の文化史

の上では重要な文化財とな っている 。

さて現に西千葉の図書本館にあづけられている 1日順天棠所蔵本は束洋医学研究会の会員によっ

て研究調森がすすめられていることは本号のその報告に明らかであるか、そのうちでも最も珍し

いものはニ ・三の絵巻物であろう 。たとえば解体新書の発行される以前に画かれた解剖図などは

重要文化財クラスのもので、日本に三巻しかないといわれている 。また南蛮外科の処罹法を図説

した絵巻物なども珍しいもののひとつであ ろう。

これらの魯物の保存状態は必ずしもよいとはいえず修理を要するものが多い。 しかしこのよう

な古物の補修は専門家を必要とし、しかも時間かかかるためと莫大な牝用を要するためになかな

か手か付かない現状である 。研究棟か完成し、亥し＼＼分館の粛I車の整理かすんだ暁には西千菜の図

杏館本館からこれらの忠物を込して ll'iくだけでなく、その一部は常時展観できるようにしたいと

名えている。歴史の古い人学はそれぞれ大学の宝とい うような書物や査料を打っているか、千築

人舒：は歴史か新しいので、せめてこ のような内物を大学の宝物として保存する必要かあろう 。

囀．――
―



束医研古医書整理中間報告

学 2 石i津谷義昭

1、初めに 去年の 4月に西千葉の図書館にて開始した東医研古書整理の作業も、は

ほ‘一年を経るに至り、 予定 した仕事の 8割方を終えることかでき、何とか中間報告を 出せる

状態に到った。ここにい亥鼻分館ニュース＂の紙面をお借りして、 若干の報告を させて頂く。

2、東医研古医書の歴史およびその内容

我々か現在整理を進めている古医書群の歴史は、そもそも、 東洋医学研究会の初代顧問で

あられた本学眼科教授 ・伊東弥恵治博士か医史学の研究に役立てる目的で大正末年より 眼科

古書の収集を始めた事に源を発する。以後、教授の古書収集は昭和20年代まで続けられ、そ

の間、当時眼科講師の鈴木宜民氏の協力もあって、数多の東洋医学関係古書か眼科東洋医学

研究室に搬入された。 また、敗戦直後には千葉県長生郡茂原の眼科医 ・千葉り爾治馬氏より 一

千余冊の、昭和25年には佐倉順天堂の佐藤恒二博士より数百冊の、古書寄贈か行なわれ、最

終的には数千冊の古医書か研究室を埋め尽くすことにな ったのであ った。

これらの古書群は、それらだけですでに近世医史学に関する一大文庫を成しており、ここ

には平安時代の稀闊本などは無いかわりに、日本古来の漢方に閾方、その他か加わり日本の

医学全体か大きく揺れ動いた江戸時代後期の刊行本並びに写本か豊富に揃っている 。 （その

中には解体新書以前に揺かれた解剖図や江戸時代の稀書など多くの貴重本があり、また、洋

書 としては貨重な眼科書か数十冊含まれている。）

3、整理作業の実際

「これ以上本を消失させないこと」――これか今回の古書整理に於ける基本方針である 。

我々か、西千葉で初めてこれらの古書と 出会った時、その保存状態はお世辞にも良いものと

は言えなかった。図書室では、虫の方か我々より先に勉強し ていて本は傷だらけ（穴だらけ）

の状態であ ったし、本の中には対応する図書ヵー ドのみを残して行方不明になっているもの

も僅かなから見られた。（事実、現段階に於て数十冊の行方不明本か list-upされている。）

このような状態を踏まえて、我々は図書館本館 ・分館 ・人文学部教授の方々と今後の方針

について話し合い、 結局、かって作成された図書カードと実際の書物との照合と、虫等に よ

る本の被害情況の調査とを同時に行ってゆくという結論に達し、今もその線に沿って作業を

進めているところである 。 （実際の方法論については紙面の都合上割愛させて J直く 。）

現時点で照合の終了したカー ドは約 1,700枚で、これ らについては現在、東医研の総力を

挙げて新しくカー ドを作り直している最中である。一方、虫喰い調査の方もカード相当数だ

けの資料を得る事が出来、目下集計中であるか、早急に修理を要する本か続出し、改めて虫

害の酷さに銹いている次第である 。

4、今後の事について

今回の作業は、虫喰い対策の基本査料作 りと図書目録作りとを最終目標にして行っている。

前述の如く、これらの古書は近世医史学上、東洋医学研究上、重要な図也である ので一刻も

はやく目録化を行い、充分な管理体制 を作 り上げ、かつ閲克に 1fii•「 えるだけの修I用を施し て 閉各
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備したいと我々は顧っているのであるが、これはすでに学生の力の及ぶ範囲ではなく 、如何

ともし難い。僭越なから、是非、大学を挙げてこの此重な文庫の維持 ・保存に御尽力碩きた

いと切に顧うものである 。

5、終りに 今、振り 返 ってみると、学 2か 4人と桑学部 1年生数人と でよくここまでや

って来ら れたものだと我なから感心する 。最近、残りの仕事は速く終らせたいという気もす

るか、冷静にこの仕事の重要性を考える時、決してそのような事か許されるはずもなく、決

意も新たに次の仕事の準備を現右進めている次第てある 。

文末なから様々な助言をして下さ った図書館の皆様、 三浦教授(-生化）、いつも御迷惑ば

かりおかけしている顧問の熊谷教授 （二内）には厚く 御礼を申し上げます。

（図書館註） 現在、西千葉の本館に預かっているこれらの蔵書 も、昭和55年度には亥鼻分館に

移せそうです。その折には、御意見に従い除湿機のある部屋に入れる等、貴重本

の管理保存に気を配りたいと考えて います。

"‘示心且襲嘉濠涎冷猿• 浚羞憶噂各憶信· 沙

意 見

0視聴覚教材の購入を希望します。

スライ ド、カセ ッ トテープ、テキスト、ビテオテープなどで、できれば英語のものも 。

また、機器かあればあいた時間にいつでも利用できて便利だと思います。アメリカな

どではすでにとリ入れられて久しいとききました。ぜひ検討していただきたいと思い

ます。 （学 2 太田順子）

お 答 ぇ

〇ご意見ありかとうこざいました。 さっそく検討しました結果、ビテオテープの購入か決

まリました。図書館としても、ぜひそろえたいと思っていたものの一つでしたか、適当

な視聴覚室（スペース）かなか ったことと予算のことも考えなければなリませんでした。

今年度は予算の面は何とかなりそ うとのことで購入にふみきる ことになりました。適当

な場所かありませんので、さしあたり書庫の一角に置いて利用することになリました。

基礎系研究室の移転後は、校舎に希干のスペースかできますのてもう少しゅとリのある

場所を考えたいと思っています。 ビテオコータ 2台とテープを購入します。現右、医学

および石護学のテープは相当数発刊 されていますか

その選定については、各学部の先生方と相談し決定

していく、というよ うに名えています。閲此は 4月に

なると思いますか、 その折にはど うぞ充分に御利用

下さ ¥,,‘ o

みなさんの意見によ って図古館も少しすつ改善さ

れていきます。忌li'i’iのない御滸見をお待ちします。 豆春^い＼mQ
 3 



学生用図書について

53年 4月亥恥分館が発足してはぱ 2年が経過したか、その間 「学生用図書」かどのように購入

されたか、また、今後どのように購入していくかについて考えてみたい。

この予算は、 「学生用図書購入費」というもので、学生 ・院生を対象とした図書か主 として！構

入される図書館独自の少ないけれど貨重な図書枝の一つである 。ちなみに閲見室に配架されてい

る和 ・洋雑誌のはとんどは亥恥地区の部局にその購入費用 を負担し ていただいているものである。

本学に配分されたこの予算は、学部数 ・学生数等を勘案して西千菓 ・亥h,1,• 松戸の 3 地区に再

配分され実際に単行書か購入されることとなる 。53年度は亥恥地区全体で約 418万円か配分され

54年度は同 じく約 548万円か配分されて現在購入している。館員は少ない、予算も少ない、閲屁

席も 書庫も 足りない… …•••とい う 現状の図書館で最も増えたものの一つではな いだろうか 。

では図書の選定は、どのようにされているかについて述べたい。医学部では学部図書委員会か

中心とな って睛入希望 リス トをま とめている 。学部学生用と院生用とに区分して 、学部学生用は

学生の希望か充分にとり上げられている か、53年度には美術全集の希望について話し合いの上、

削除したことかある 。院生用については各，翡座の先生方の助言をう けてまとめている 。石謹学部

でも学部図書委員会が中心とな ってまとめて いるか、54年度は修士課程か設硲されたことから院

生の希望をとり上げるよう配慮されている 。なお、医学部附厖学校生に対する図書については分

館として配慮してい くつも りである 。

亥恥分館では、学部からはなれて蔵書整備のため学部からの希望と重複しないことを原則に、

亥恥地区の蔵書構成 ・境界領域への留意をしなから購入している 。53年度には医史学関係の古典

についても多少購入した。選定に際しては、Morton: Use of Medical Literature, 1977.，専門

課程授業要項の他、 各書店の新刊案内等を参考にしている 。教官 ・学生等利用者側のア ドヴァイ

スも参考にさせていただいている 。

54年11月26日～12月 8日までご協力いただいた利用実態調壺の際のご希望についてふれた い。

①教科書 ・参考書の部数をふやしてはしい。

原則 として 1冊 としていますか、学部図書委員から副本購入の希望かあれば購入している。

53年度にも数点あ った。関連して改訂版はなるべく早く！l翡入してとの希望もあ ったか、 出米

るだけ心掛けるようにするつもりである 。

◎生活に必要な本 （時刻表 ・地図 ・一般教壺書）について

亥恥分館は生物医学情報図書館 を指向す る研究図書館として整備 ・充実を計るべく努力して

いるところなので、ご希望の図書は必要最低限にしたいと考えている。一般教養書は必要な

いとは考えないかなるべく西千葉の附厖図書館 を利用し ては しいと思っている 。

〇 附屈学校生の希望について

碑：生用図害jl翡入特の配分対象外であるという 問如かあ りますか、図書館として充分留意して

たつも りですか、 附胤学校等の先生）プにも学生用図書については柁段のこ配慮をいただ

たいと思います。

蚊後にこれか らの学生用図由に1挟lする図円節の考えについてふれておきたい。亥 ふ,,分節か独 自に

選定する予符の範囲内で、図古館選定分単行内 ・教投雑誌 ・ニ次査料 ・学生希望単行内に大別 し

て図聾を購入し てい く予定である。特に学生のイli1il人的希畝については今迄は予＄かの都合で、その
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都度検討できなかったので、窓口でも満足のいく回答を得られなかったと思うか、55年度以降は

迅速な対応をすることとしたい。そのためにも限 られた予算のうち一定の枠を学生希望単行書 と

して確保し購入の是非を 出来るだけ早く回答することとしたい。

以上学生用図書について述べたが、図雷館の蔵書等について ご意見かあ ったら 、入 口横の投書

箱に遠慮な くお寄せくださるようお顕いする次第である 。

（整理係長岩 沢 明）

昭和蒻年度 学生用図書購入リスト

QS （人体解剖学）

(1) Handbuch der Mikroskopischen Anatom1e 

des Menschen. Bel. 2, Tei! 5 

(2) Ciba Collection of Medical Illustrations. Vol. 7 

(3) Gross Anatomy Dissector. R.S. Snell 

(4)行動の胎生学 A. Gesell 

(5)臨床寄生虫学 大'{tり正満編

QT （生理学）

(6)臨床生理学 上，下巻 鈴木 ・ 星

(7) Handbook of physiology. Sect.I. Vol.l pt.l, 2 

QU （生化学）

(8)生化学 」・.、下 L. Stryer 

(9)生化学実験謡座 1 -1他11冊

(10) Collagen in the physiology and Pathology of 

C onnective Tissue. S. Gay & E.J.Miller 

QV （薬理学）

(11)発生薬埋学

(12)向粕神薬の使い方

江崎節郎，萩原弥四郎編

谷何弘，乾正共蒋

(13) Catecholamines and Behavior 

QW（細菌学および免疫学）

(14) Genera I Virology 

(15) The Epstein-Barr Virus. 

(16)免疫病理学的疾患

QY （臨床病理学）

(17)臨床検査法提要

(18)血液の病態生化学

QZ （病理学）

(191新病理学 総諭，各論

(20)図説マクロ病理学

(21)図説枯礎病理学

Vol. 1, 2 

S.E. Luna 

M.A. Epstein 

岡林 篤編

金井泉，金井正光編

裔久史麿水上茂樹編

武田勝男

W. Sandritter 

亦井契一郎，松尾英著

(22) Pathologic Basis of Desease. L. Stanley 

(23) Recent Results in Cancer Research 

w （医業）
(24)南山棠 医学大辞典 （縮刷版）

(25)英独和対照医学辞典

(26)粕神医学行動科学略語辞典

(27) Melloni's Illustrated Medical Dictionary 

WA （公衆衛生）

(28)講座現代と健康 1 -10 

(29)予防接和rりヽ ン ドブック
(30) r;国大気杓染研究のための 「吸人実験」
(31)都市環境と住まいの心理学 古田正昭編

WB （臨床医学）

(32)内科内」て、中，下巻 沖中軍雄編

(33)新内科学大系 2 A 他 55冊

Lmgeman 

(34)図説臨床内科購座 8 山村 雄一

(35)内科学 上田英雄，武内重五郎編

(36)内科シリ ーズ No. 9 -'音炎のすぺて一

(37)クリニカル ・エ ンジニアリング 上，下 Jacobson 

(38)超音波医学 一基礎から臨床ま で一

(39)図解高カロリ ー輸液 一妥苔全な中心静脈栄養法一-

(40)リハビリテーション技術全書 服部 一郎

(41) Harrison's Principles of Internal Medicine. 

(42) Intern a tiona 1 Classification of Diseases. 

(43) Health Assessment 

(44) Total Parenteral Nutrition. J.E. Fischer 

WC （感染症）

(45) Parasitic Zoonoses. E.J.L. Soulsby 

WE （筋肉骨系）

(46)新整形外科学 （上）

WF （呼吸器系）

(47) ij市の構造と機能 R.G. Fraser 

(48)臨床呼吸器購座第 1巻 滝島任等編

(49) Physiology of Respiration J.H. Comroe 

(50) Applied Pespiratory Physiology. J.F. Nunn 

WH （血液およびリンパ系）

(51) Li mphocyte Differentiation, Recognition and 

Regulation. D.H. Katz 

WI  （胃腸系）

(52) The Hepatobiliary System 

WJ （泌尿生殖器系）

(53)シベール泌尿器科学

(54) Cambell's Urology. Vol. 1-3 

WK （内分泌系）

(55)未｝廿尿病をめ ぐっ て

(56) Clinical Endocrine Pathology 

(57) Geriatric Endocrinology 

(58) Gut Hormones 

WL（神経系）

(59)神経症低学

(60)脳神経外科学

Taylor 

J. Cibert 

L.P. Krall 

DaVIS 

R. Greenblatt 

S.R. Bloom 

造

派
恵山

田

平

半

(61) Neuro-sciences Forth Study Program 

(62) Scientific Approaches to Clinical Neurology 

(63) From Neuron to Brain. Kuffler 

(64) Handbook of Sensory Physiology. Vol. 9 

(65) Fundamontals of Sensory Physiology 

Schmidt 

WM（精神医学）

(66)精神医学の神話 T・サズ．
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(67)神経病学

(68)粘神科の リハビリテーション

(69)分裂病の粕神病理 4 

WN （放射線医学）

祖父江 逸郎等編

吉川 武彦

秋野 • III 一編

(70) Nuclear Medicine in Clinical Practice. 

WO（外科学）

(71)新臨床外科全紺 8ー腸 ．｝j]門の外科

(72)新外科学 1 - 3 

(73)現代外科手術学大系 13-A, B 

(74)麻酔学

(75)図解手術臣での消毒の実際

(76)救急処置ヽンドブソク

(77)救急治療の手引き

(78)救急石護

WP（婦人科学）

(79)図説臨床産婦人科講座 28, 30. 

(80)総合産科婦人科学

WQ （産科学）

(81)マイルズ助産婦マニュアル

WR（皮膚科学）

(82)現代皮膚科学大系 2 A 

(83) Textbook of Dennatology 

ws（小児科学）
(84)臨床小児外科全書 1 -3 

(85)発達心理学

(86)発達心理学

(87)乳幼児栄養学

(88)乳幼児栄養の実際

(89)カラー図説発疹症

(90) 1オ6ヶ月児健康検森の手びき

(91) Atlas of Pediatric Diseases 

(92) Child Abuse 

Vol. 1, 2 

西村，陣内編

んり島 登

実川佐太郎

藤田五郎

杉本 侃編

藤田五郎

田中敬二

玉井収介

松尾正，守田哲郎

中山健太郎

A.W. Frandlm 

WT（老人医学、慢性疾患）

(93)老人医療輻祉論 田中多聞

WY （看護）

(94)．患者ケアの臨床心理 一 人間発達学的アプローチー

(95)現代石渡学 ・石護全告 1 -10 

(96)石護の原理と実際 1, 4, 5,別巻

(97)病気と患者の行動

(98)石護計画の系統的アプローチ M.'G. Mayers. 

(99)死ぬ瞬間の対話 E ・キュープラー ・ロス

(100) 日本石護関係文献身さ 第 3巻

(101) I. C. U.重症患者の石護と治療

(102)粘神医学と 石護症例を通して

(103)死にゆ〈人々のケアー 柏木哲夫

(104)粕神科石渡事例比

(105)外科的諸問題をも った患者の石護

(106)かん石護 ー その総合的アプローチー

(107)かん患者の心 一世話をする人々への指針一

(108)脳神経外科チームのための患者管理の実際

wz（医学史）
(109)涵士川遊 若作.Jt 3 
NDC （非医学書）

(110)薬学梢報科学概論 第'‘版

(111)ロージ ャズ全集 1 -4 

(112)グループワーク教室

(113)ワー クブック社会伽祉 一骰問と解答一

(114)社会福祉事業関係法令通知比

(115)日本のポラ ンティア

ー福祉社会への出発点ー

(116)才能の発見

(117)理科年表昭和55年

(118)新実験化学購座 2巻～他 34冊

(119) Cell Membranes G. W e1ssmann 

報 告 文献探索ガイダンス

学術情報と文献探索

亥恥分館会議主にて

2月12日 （火）

昨年 6月、学 4の学生に「文献探索ガイダンスのための （予備調査）アンケー ト」を

配イhし協力を求めた。その結果をもとに、索引誌・抄録誌等の利用のし方についてのガ

イダンスを企画した。当 日は、 学 4の卒業試験の最終日であ ったが、テス トか午前中と

いうことなので午後に予定した。その日は午後にも 2つはど他の集ま りかあ ったとのこ

と（企画 した時にはつかめて いなか った。）と 、目前に国家試験を ひかえていること で

文献探索に対する関心の度合もやや低くな っている時期ということもあ って 3名の参加

にとどま った。私達は 2名以上集ま ったら実行するつもりでいたので 3名の参加に喜び

ガイダンスを始めた。内容は、総論的に情報の要求、情報を得るための ソース、情報の

生産と 加工と進めた。 さらに各論として、個々の索引誌 ・抄録誌について、実物を前に

説明を行ない、次いで、目次速報、主題別又献書誌、総説誌、会議賽料について語り最後

に文献（原報）の入手という話で終わ った。話し手の方が初めてのことで、うまく 言菜か

流れず聞きにくい説明であ ったと思う 。 しかし参加された方は途中わかりにくい所では

質問をしたりして熱心に最後まで聞いてくれた。説明の終 った後では、今後のこういうガ

ンスの時期についての意 屏屯いがナ キゞ 却滓の1巧 -ゞ 9 → 9＿ヤ9 9 ム入 ー ，' ' 9ヽナ・ー＿，ー・一'-
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利用調査集計結果について

0入館状況

実施期間 ：昭和54年11月26日～12月 8日

（部局別入館者割合）

（月～金） （土）

第 1週目

第 2週目

（計）

一 日平均

1,237 + 159 1,396人

1, 163 + 132 = 1, 295人

(2,400) + (291) = (2,691人）

月～金 ： 210人土 ： 146人

・回収枚数 2,555枚 （約95%)

0御意見・ご希望 （集約したも の）

• 閲覧室かせまい等を初めとする施設 ・ 設備について 。

・職貝の勤務態度 （私語が多い等）について。

・図書館に資料か少ない。

〔改善 したこと 〕

・ロビー等の照明か暗い……図書館でも改修要求中で

予算かついたので早速改善した。

・職員の態度、 電話のベルかうるさ い 。 ••…•ベルの音

を低くし、 早速カウンター当番に注意 した。

0調査期間中閲覧室てよく利用された雑誌

他学部
1.5% 

活性研
0.4% 

0入館者数 (2週合計）

和文誌

l、日本臨床

2、 日本内科学会誌

3、臨床と研究

4、内科

5、Medicina

6、診断と治療

7、最新医学

8、日本医事新報

9、看護技術

10、布護学雑誌

欧文誌

1. Journal of Biological Chemistry 

2. Nature 
3. New England Journal of Med1cme. 
4. Proceedings of the National 
Academy of Sciences of the U.S.A 

5. Lancet. 

6 . Science. 
7. Annals of Internal Med1cme 
8. European Journal of Biochemistry. 
9. American Journal of Medicine 
10. Journal of American Medical 
Association 
10. Bra in Research. 

医
教 職 員 268 

}子・
院生 ・研究生 195 

部
学 生 1,019 

(;jヽ 計） (1,482) 

教 職 員 74 

病 医 員 195 

院 附属校生 103 

（小 計） (372) 

看
教 職 員 33 

護 院生 ・研究生 50 

学 学 生 458 
部 (1jヽ 計） (541) 

活 教 職 員 8 

性 院生 ・研究生 2 
研 (1Jヽ 計） （ 10) 

座寸乙 内 他 学部 39 

} 子 外 92 

合 計 2,536 * 

＊回 答のあった数

小さなまとめ： 昨年度も 1週閻かけて利用調杏を行なったか、今回は 2週間連続でしかも入口の前に

机 を出して調杏蓼れを配った。図書館を日頃よく 利用 される方にと って、 2週間連日調壺梨をもらう

ことはわすらわしいことだったろうと思 う。その中で調杏欺の表面に書いて下さ った意見について

は、生のままの声 としてのせようと思ったか、多くの意見か寄せられたため匝叔できなかった。や

むをえず上記のようにまとめてしま ったか、私逹は一 人一 人の声を大切にとらえていきたいと思っ

ています。これらは、また将来の新館に向けて図古館の運営を考えていく土でも大切な実態調査査

料となリました。 とにかくも 利用者の協力で何とか 2週刷をや り終え 、その結果をここに報告 しま

した。その節はどうもあ りかとうこざしヽました。
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0閲覧室の模様替えについて

突然の休館でご迷惑をおかけしましたが 1階閲院室に書架を

ふや しました。単行本のところ、製本洋雑誌の附近か少し動い

ています。

0複写機の機種変更について

複写機をゼロ ックス、 リコ ピー共に 4月 1日を期して新機種

に変更します。それに伴い、複写 申込の手続、メ ーター記録の

仕方も変更しますので詳細はカウ ンターの係員へお尋ね下さい。

ゼロックス： 公用専用のみ ゼロ ックス3500-2台にコピー ラ

イザーを取りつけ、教室単位のカード方式を採用します。

リコー： 主 として私用専用。 RI C O P Y D T 1800 Rで縮小

機構を備えています。 キーカウ ンターを差 しこまないと機械か

始動しませんので、 事前にカウ ンターヘお申込み下さい。

念い色

亥鼻分館運営委員会報告

第 8回 10月11日 （木）

報告事項 （1)附属図書館運営委員会について （2)共通基本図書選定委員会について

(3)亥鼻地区部局長連絡会について

第 9回 11月 8日 （木）

報告事項 （1)第 3回附属図書館運営委員会について （2)昭和54年度学生用図書購入

費 （第一次分）につ いて (3)昭和54年度外国雑誌購入特につ いて

(4)亥恥地 区統合整備委員会について （5)昭和54年度上半期亥鼻分館の利

用状況について

第10回 12月13日 （木）

報告事項 （1)昭和55年コ ンテンツサー ビスについて （2)年末年始の休館等について

第 1回 1月17日 （木）

報告事項 （1)亥恥分館利用調査の結果について (2) 1980年コンテ ンツサー ビスの

申し込み結果につ いて

第 2回 2月14日 （木）

報告事項 （1)館長 ・分館長会議について （2)亥鼻地区統合整備委員会について

(3)臨時休館について (4)文献探索ガイダンスの実施について

編集後 記 今 回は現在本館にある東洋医学関係古医書の整理かひとつの段階を終えそ

うとのことで東医研の方に中間報告をお願いした。 また古医書のことに詳 しい三浦教授には千葉

大学所蔵の古医書につ いて原稿を お願いしたとこ ろ心よ くひき受けて下さ った。 多謝。

暖かな冬だった。 シェ リイ の『西風に寄せる ：：｝火』を胸にコートの衿を合わせ 、北風に向か う日

もなく春のいふきが心 を解 き放つ。 「…暖かい風か吹く前に重いコ ー トは脱きすてなければ...」

（ア リス『秋止符』）の頃に 1階の閲虹室も松様替えをする 。 この作業か終わりは っ とする 間 も

なく開館すると、 医学部 ・石護学部 ・附属校生に新しい利用者を迎え、分館の3年目か始る 。（い）

千葉大学附屈図書館亥恥分館

千葉市亥外 1~ 8 ~ 1 

昭和55年 3月25日

誼話0472(22)7171
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No. 7 1980. 11 

亥鼻分館の新たな建設を

新しい教育 ・研究図書館を目指して

昭和50年秋、当時の千葉大学附属図書館長石

田教授（理学部）が田辺事務部長を伴って、そ

の年の春に創設されたばかりの看護学部が仮住

いしていた医学部記念講堂にその長身な姿を見

せ、 ‘‘生物医学情報図書館構想”について話さ

れたのを昨日のことのように思い出します。

当時、亥鼻キャンパスに看護学部が誕生し、

続いて、生物活性研究所の亥鼻団地への移転が

予定されており、一団地ー図書館という基本方

針のもとに、好むと好まざるとにかかわらず医

学部分館と生物活性研究所分館とは統合改組さ

れ、自動的に複合分館が設置されることになっ

ていました。

そこで、この機会をとらえて石田館長は、こ

の“新図書館構想＇を盛り込んではと考えられ

たのだと思います。

これは、千葉大学購入洋雑誌の半分以上は生

物医学関係の図書であるので、これをこの図書

館に集めて本格的研究図書館としてはどうか、

特に、研究図書館として生物医学関係の年々増

大する情報鼠及びその情報伝達のスピード要求

に対処するには、もはや「図書の館」としてだ

看護学部須永 清

けではなく 、内外に対する情報流通体制を完備

した情報センター (Biomed ica I Information 

Center)としての機能を付加した図書館を作っ

てみてはとのことであったように思います。こ

のことは、続いて評議会第三小委員会にかけら

れ、翌年 1月には素案がまとめられるという 、

早くから全学的な将来構想の中に組み入れられ

たことも、亥鼻分館のこの方面の将来を約束す

るものとして意義は大変大きかったと思われま

す。

しかし、これに対する関係部局の受け入れ体

勢は、必ずしも整っていたとは言えなかったよ

うに思います。

当時、この亥鼻分館の中核となるべき医学部

分館は、蔵書16万冊中 5万冊を配架、閲覧にf共
、鳥

するにすぎず、研究図書11万冊は各講座に分散

という状態でした。そこで当時の大谷分館長を

中心に、まず82種 (300万円相当）に及ぶ重複図

書の中央化が進められました。さらに、臨床講

座の新病院への移転に伴う図書スペースの確保

の困難さは、この図書中央化の動きに拍車をか

けていました。 しかし他方では、まだ図書は出



- 2 

来るだけ手元にという状況で、しかも、図書中

央化の大前提となる分館の増築は全く見込みは

なく、その動きもにぶりがちでした。

これに対 して、生物活性研究所では、早 くか

ら研究図書の中央化が進められており、あとは

医学部との重複図書46種 (90万円相当） の調整

と亥鼻分館への移管を待つばかりでした。

一方、 看護学部は、独自の図書分館 （室）を

持つこと を認めら れずに出発し た創設時か ら、

まず学生のための教育用専門図書の充実と 、十

分な利用スペースを持つ教育（学習）図書館の

確保が先決と考え てい ました。そこで、さ きの

構想が強 く前面に出され ることは、余程十分の

予算とスペース が用意 されねば、かえって教育

図書館とし ての機能は低下するのではとの一抹

の危惧を抱いてい ました。

当時の医学部分館は、昭和46年3月新営 され

た1,128m' （基準面積の約53%）のみで、主と

して書庫部分約 1,000面は未完成のままでした。

これに看護学部と 生物活性研究所が加わ ると 、

約 1,000面の碁準面積の不足 となります。この

よう な状況か ら、閲覧席など利用スペースに充

てら れるはずのところが仮書庫として使われ、

利用者のための座席数は52席にすぎませんでし

t-~ o 

研究図書館 としては、書庫の他 に文献検索、

複写、送付、 伝達等の機能があれば、利用スペ

ース はあま り問題でな いかも知れま せんが、教

育図書館 としては、ゆったりとした空間でソフ

ァーにでも座って、さまざまな素晴しい装丁の

本に直接手にふれ、ペー ジをめくり 、あるいは

目を閉じてさまざまな思索にふける所に意義が

あるので、これ以上利用スペースの圧縮を認め

るわけにはいかない状況でした。 しかし 、石田

館長、田辺事務部長は、中央と の交渉の感触か

ら、単純複合では新築はおろ か増築も不可能で、

むしろ新図書館を標傍 したほうが新営が可能に

なると判断し、なものと思われま す。また、 一方

では、 当時、そのスペースとして旧病院利用が

現実に可能であったことも この図書館誕生の可

能性を大きくし ていました。

しか し、状況は急速に変化 し、旧病院の利用

が不可能になるに伴って、結果は御覧の通 りで、

必要面積はおろか、わずかの増築も認められず

出発せざるを得ませんでした。このため、萩原

分館長が‘‘本格的な研究図書館を目指しながら 、

とり あえず亥鼻地区四部局の複合分館として発

足 した。……直ちに別の図書館になるわけには

いき ません。”と、このニュースの第 1号に述べ

ておられますが、その調整の苦しみがにじみ出

ているように思います。 しかしこのような悪条

件にも かかわらず、多くの 日常サービスはほと

んど変らず、むしろ向上していると いうのは燈

きであり 、これも一重に分館長、事務長はじめ

館員の方々の努力のおかげと感謝の念で一杯で

す。特に、その創設期の看護学部に示して下さ

った御好意は忘れることが出来ません。

亥鼻地区の総合的な整備が着々と進められつ

つある現在、状勢の変化や図書館への理解の深

まりなどから 、初期に見られた図書の中央化に

対する障害は次第に取り除かれつつあり 、今は、

十分なスペ-スを持ち、機能を果たし得る図書

館を待つばかりにな ったようです。それもただ

閲覧席や書庫が増えればというのではなく 、分

館長がいわれた“とりあえず”という時代を早

く終らせ、教育面も含んだ新しい研究図書館の

新営を待望して止みません。

（元 附屈図蓄館亥鼻分館運酋委員）



分館の利用、薦実に増える

増加率 ｛
館外貸出 23% 

JOlS利用回数 25% 

昭和54年度利用状況報告から

3-

昭和54年度における分館利用状況は、図書の

館外貸出冊数が総計で10,786冊 （前年度比22.8

％増、以下（ ）内は前年度比）、文献複写は15,3

09件（3％増）、 JOIS使用回数218(25％増）

とな っている。

次いで多いのは、貸出冊数では看護学部の3,531

冊(32%）、文献複写では附属病院の1,003件(6.

5%）、 JOIS利用回数では生物活性研究所の

28回(12.8%)とな っている。

54年11月下旬から12月上旬にかけての 2週間

に行った利用状況調査では、 1日の入館者は、

週日で200人、土曜日は150人であった。

部局別にこの内訳を見ると、館外貸出冊数で

は医学部が5,057冊でほぼ半数を占め、文献複写

件数、 JOIS利用回数とも70％とな っている。

昭和54年度亥鼻分館利用状況 (8召54.4.1 ~ 55. 3. 31) 

I 館外貸出冊数

区 分 医学部 附属病院 看護学那 研生物究活性所 亥の鼻学地区部タト 1 計

貸出 冊数 5,057 1,478 3,531 90 630 
I 
10,786 

前年5度3年比度＝100 118 101 161 69 90 I 123 

2 文献複写件数

区 ノ刀＼ 医 学巫 附凜病院 看護学郁 研生物究活性所 亥の鼻地学区部タト 学 外 計

受 公用 9,342 

託 私用 652 

依 公用 138 

頼 私用 596 

計 10,728 

3 コンテンツサービス

申し込み教室数 69 

4 JO IS利用状況

区 ロロロロ
使用回数 179 

廷時間 （分） 1, 782 

250 75 213 

132 319 2 

20 1 159 

601 12 79 

1, 003 407 453 

延ベタイトル数 461 

附嘱病院 I看護学部

3 

17 

257 721 10,858 

129 1, 611 2,845 

318 

1,288 

386 2,332 15,309 

複写枚数 12,469枚

生物活性
研究所

28 

272 

亥鼻地区タト
の学部

8 

103 

計

218 

2,174 

注 表作成の都合上、「2文献複写」の公用、及び「4JO I S利用状況」の附属病院は、次に掲げる部（室）、学

校等である。

小児外科、検査部、手術部、放射線部、医療情報部、薬剤部、理学療法部、人工腎蔵部、救急部、フォト

センター、看護学校、助産婦校、放技校、放射線同位元素研究室
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- （その I)

タッチマン ーデュプレシス， H.永野〔等〕訳

人体発生学カラーアトラス

Vol 1 2. 3 (2部）

現代医療編集委員会 プロスタグラ ジンの基礎と臨

床

ドール， W.度）応大 ・病理学教室訳 病理学図諮

米国科学アカデミ ー 桜井〔等〕訳 環境汚染物質

の生体への影響

井上 俊〔等〕必修衛生公衆衛生学 (2部）

市岡，中浜，山村 痛みー基礎と臨床

山口 富 雄 臨床寄生虫学カラ ーアトラス

矢田昭 一 基礎法医学

井上〔等〕 編 標準整形外科学

庄司義治 眼病図譜

須藤，日岩，北村耳鼻咽喉科学

奥田 六 郎 小児科学

山村秀 夫 臨床麻酔学者 上 ・下

大谷藤郎 21世紀健康への展望

山 本 清 ホルモンと糖質の代謝

本田良行 酸，塩基平衡の基礎と臨床（基

礎編）

ホワイト， A.鈴木〔等〕訳生化学 1 ・ 2 

モンゴメリ ー， R.小林 〔等〕訳 臨床例にみる生

化学 1 ・ 2 

香 川 蛸雄 生体膜

日本看護協会看護婦部会 看護観の確立をめざして

日本看護協会看護婦部会 保健婦業務指針

日本看護協会看護婦部会 保健婦業務要覧

幡井ぎん〔等〕 看護記録

大段智亮 わたしの助力論

大段智亮 続わたしの助力論

バイヤース， V. B.前原澄子訳看護観察

川村，木下 難病患者の在宅ケ ア

河合，佐治 臨床心理ケース研究

〔集中治療医学講座〕

1 急性心筋梗塞の治療

2 持続陽圧呼吸の諸問題

3 ICU-CCUの患者看設

記録

奥田正治 膠原病 ・リウマチ性疾患の臨床

保崎 秀夫 老化のプロセ スと精神防圭

梅田， 立 川 慢性閉塞I牛呼吸器疾患とその治

療

阿部正和 臨床生理学

松村博雄 性：教育学入門

唐沢，入内島 妊婦管理

唐沢，入内島 分娩管理

川畑 愛義 学校病を中心とした保健管理

大西積守 健康生活の実践

名尾 良 憲 治療による副作用とその対策

村上 仁 〔等〕 精神医学 (3版）

井村和清 飛鳥へ，そしてまだ見ぬ子へ

徳田虎雄 生命だけは平等だ

フロ イト， J. 人間科学の諸理論

中村，古田編 岩波講座哲学 科学の方法

植竹久雄編 ウィルス学

植竹久雄編 基礎病理学 I ・ II 

Harris, C H S.杉浦昭訳 インフ ルエ ンザ

山 本幹雄 エッセン シャ ル衛生・公衆衛生

学

榊田 博 保健理論序説

上村桂〔等〕 医統計学

後藤由夫 糖尿病性網膜症

石 川 中編 心身医学

大谷藤郎 21世紀健康への展望

園田恭 一 現代コ ミュニティ論

ロワイヨーモン人間科学研究セ ンター編 基礎人間

学 上 ・下

宮 本 忍 医学思想史 I ～川

丸山 清康訳 全訳傷寒論

シューテ リヒ， H. J.菅井準一〔等〕訳 西洋科学

史 I~V

平井富雄 心の危機をみつめて

山下 清 裸の大将放浪記 全 4巻

平井朝子〔等〕編 高血圧患者の看護

母子衛生研究会編 産褥 ・乳児生活指導

磯崎辰治郎 医事法 ・衛生法（法津学全集16

島尾忠男編

島尾， 内田監修

友 田不—

伊東 博

本 ― 郎

佐伯正

-]]） 

新結核病学概論

結核看渡

カウ ンセリ ングの技術

新訂 カウ ンセリング

学校経営学

教育方法
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広

伊

辰

杭

沢

森

重

中等教育原理

教育行政学

教育心理学

教育社会学

道徳教育の研究

現代教育学原理

泰 初等教育原理

ルソー， J. J.長屋十三二訳 エミール I ・ II 

フ レーベル， F.岩崎次男訳 人間の教育 I ・ II 

ジェ イム ス，M.本明〔等〕訳 自己実現への道

笠原喜編 ユキの日記

中，岡田 看護科学へのアプローチ

相談 ・面接

シュラ イバー， F.R.巻正平訳 失われた私

ブーバー，M.野口啓祐訳 孤独と愛

ダンブロジオ ，R.関口英男訳

ん

岡

藤

野

爪

田

亮

和

千

貞

殷

蔵

衛

親

雄

輔

昭

松 謄

田

、土

速

、土

逃

、土

速

デロウ リィ，

山

山

山

啓

啓

啓

〇

看護

ローラ叫んでごら

教育の蘇生を求めて

競争原理を超えて

水源をめざして

L.千野〔等〕訳専門職看護の歩

み

ウィーデンバック， E.池田明子訳

ション

橋本正己〔等〕編 衛生行政大要 （改訂10版）

野村 茂 生活と貧血 （改訂2版）

アメ リカ看護婦協会編 看護業務の碁準

日本看護協会保健婦部会 続 ・地域における保健婦

の役割

病める老人を地域でみる （日本

の中高年 6) 

講座 日本の老人

コミュニケー

削 田 言'ー 雄

金 仁郎〔等〕編

〔内科シリーズ〕

1 No. 

No. 

No. 

No. 

No. 

No. 

0

2

3

 

1

1

1

 

3

4

 

No. 18 

石川・林・ 菅原

織細秀夫編

佐藤 ・小 越

吉 竹 毅 術後代謝の基礎と臨床

曲直部 ・岡田 編静脈栄蓑一碁礎と1;iilぷー

コルブ，L. C.浅井〔等〕訳 現代臨l木昧行神医労

プラーク， H. M.加藤信訳 向精神薬

ベーガー ，M. M.江畑敬介訳病むということ

ホル ト，K. S. 新井清三郎訳発逹小児科学

小林 登 子どもは未来である

今 村 栄 一 現代育児坐

今 村 栄 ー はじめての赤ちゃん

ジョー リー， H.小林登訳 ジョーリー博士の育児書

馬場 ・ニ 木 離乳のすすめ方と離乳

松村 康平 子どものおもちゃと遊びの指導

池田 恵 ー ベッドサイドの小児外科

鈴木 雅t)9卜1〔等〕監修産褥管理のすべて

小川 重男編 必修産婦人科学

山下 久雄〔等〕 新 しい放射線看護の実際 (3版）

重松 ・小張〔等〕編伝染病予防必携

Joan, P. R. & Roy, C. : Conceptual Models 

for Nursing Practice, 2nd 

ed. 

Blevins, D, R. : The Diabetic and Nursing 

Downs, F. 

Jasmin, 

Joki ik, 

S. 

w. K. 

1~3巻

心筋硬塞のすべて

糖尿病のすべて

脳卒中のすべて

自己免疫病のすべて

気管支喘息のすべて

肝炎のすべて

腎不全のすべて

手術前後の新 しい管理

外科領域の対症看設

臨床外科栄整

Care 

Brunner, L. S. : Text Book of Medical Surgical 

ursing, 4th ed. 

S. & Fleming, J. W. : Issues in 

Nursing Research 

& Trygstad, L. N. : Behavioral 

Concepts and Nursing Process 

& Willet, H. P. : Zinsser 

Microbiology, 17th ed. 

Whaley,L.F. &Wong, D. M. : Nursing Care of 

Inf ants and Children 

(2版）

(2版）

Stewart, W. E. : Interferon System 

Robbins, S. L. : Pathologic Basis of Diseas-

es 

Eisen, H. N. : Immunology 

Puj adas, G. : Coronary Angi ogr.aphy 

Henry, J.B. : Clinical Diagnosis & Management 

by Laboratory Methods 

Borrie, J. : Management of Thoracic Emer-

gencies 

Mountcastle, V. : Medical Physiology 
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医学部移転に、伴う

返戻図書、3万冊を超す

各講座、研究施設等からの亥鼻分館への返戻

図書は、本年 8月現在で33,784冊あ った。

これは、本年度の亥鼻地区移転整備に伴い、

主として、医学部から亥鼻分館に返戻されたも

ので、これまでの分館配架の図書と 合わせると

ほぼ10万冊となった。

図書館資料は、有効利用、散逸防止などの観

点から、これまでもその管理運用の中央化に努

めてきていたものであるが、このたびの医学部

移転整備を機に、大がかりな図書の返戻が行わ

れたものである。

当分館の整備計画は、現在の建物とその北側

に隣接した合同校舎東側の一部の 1階から 4階

までを書庫として使う予定とな っており、合同

校舎の改修が終る56年秋には新たに配架し、利

用できる図書も大幅に増加することとなる。 -

看護シリーズ全10巻など

ビデオ・テープの閲覧始める

亥鼻分館には、ビデオ装置 2台とビデオ ・テ

ープ「看護シ リー ズ」全10巻などテープ17種が

ある。

これまでは、 一定のビデオ閲覧スペースの確

保ができないため、随時、分館長室などでの利

用をみたにすぎなかったが、分館の玄関を入っ
I 

て右側 に 「ビデオ室」 を設け、ビデオ ・テープ

の利用 を開始した。

ビデオ ・、テー プの閲覧希望は、カウ ンターで

受付け、閲覧は、ビデオ室で行うことと なって

いる。テープ及びビデオ装韻の館外貸出しは行

わない。＿ 
□ ICU CCU トレーニングコ ース

（全20巻の内）

〔循環器編〕

① 循環器の解剖と生理

② 冠性心疾患

③ ペースメーカとその臨床

〔呼吸器編〕

① 呼吸器の解剖と生理

② 長期人口呼吸と気管切開

③ 呼吸不全

口 臨床医学大系 （全32巻の内）

① ペインクリ ニック

口看護シ リーズ （全10巻）

① 原則とショック

② 体位と運搬

③ 包帯法

④ 創傷

⑤ 熱傷 ・日射病 ・凍傷

⑥ 骨折 I 

⑦ 骨折 II 

⑧ 心肺蘇生法

⑨ 突発的な病気 1 

⑩ 突発的な病気 2 

なお、以上のほかに閲覧したいビデオ ・テー

プがあるときは、カ ウンター 、投書箱等適宜な

方法で申し出るよう分館では望んでいる。

ビデオ・テープ利用要領

1 利用できる曜日ならびに時間

月～金曜日の 9時～16時30分ま で

2 利用方法

・申し込み

利用者 （又は利用責任者）は、カウ ‘ンター

係員に申し出て「ビデオ ・テープ利用簿」

に必要事項を記入して申し込むこと 。

（申し込みは予約も認め る。重な った場合

は先約順）

•利 用

l) 初めての利用者は、機械操作等につい

て、係員の説明を受け利用すること 。

2) 使用後は、 室内、機械等を使用前の状

態にも どし（コンセン トもぬくこと）、i

ちにテープをカウンターヘ返すこと 。



3) 使用途中に異常があ った場合は、電源

を切り、カウンターの係員に告げること 。

なお、カセ ット・テープの館外貸出は

行わない。

日曜開館の試行を実施

亥鼻分館では、10月5日（日）から当分の間、日

躍日の13時から17時までの 4時間を開館し、図

書の閲覧と貸出しを行う 。

図書館サービス についてのニーズは多様で極

めて大きいものがあるが、日曜開館について本

年 6月23日から 2週間アンケー トを実施した結

果、回答総数 211のうち86％にあたる 183の開

館希望があ った。当分館では、このすう勢を踏

まえて日曜の午後 4時間開館の試行を実施する

こととしたものである。

なお、この試行の結果を検討し、日曜開館の

実施を継続するかどうかなどの運営の資料とし

たいと考えている。

日曜開館アンケートの結果

（昭和55年6月27日～7月10日実施）

回答総数 211 

希望する 183 （内訳）全日 111 

午後 59 

午前 5
 

必嬰なし 28 

研究者のための

入館管理システムを導入

研究者にと って、研究室と図書館がいつでも

自由に使えるということは夢である。

しかし 、大切な国有財産を預る立場から 、夜

間就労など勤務者の確保及び勤務態様など人事

管理の立場から 、また、維持管理に必要な経費

の関係からなどさまざまな制約が加わって研究

者の夢も 、なかなか実現されないのが現状であ

る。

このたび、亥鼻分館では、ホログラムという

7-

光学技術を応用して作られた「ホログラムカー

ド」による新しい入館方式を採用し、本年度内

の試行を目指して準備中である。

この方式は、登録された教官、研究者にホロ

グラムカードを渡し、カードの所有者は、いつ

でも分館の利用ができるようにしようとするも

のである。

この新しい入館管理方式については、準備の

整った段階で、 利用対象者に改めて通知するこ

ととしている。

将来計画策定のための

データ収集に積極的協力を

亥鼻分館の利用対象者数は2,500人である。毎

日、約200人の入館者があり、38冊の本の貸出し

（同数の返却）、 54件の複写、週日は平均 1件の

JO IS利用となっている。この利用状況に対

し、館員は14人、閲覧席数は57席、開架閲覧図書

数は、本年度初めで 6万冊、複写機 3台、その他

の設備で図書館への要求に応じている。

しかしながら、学習、研究への意欲の増大は、

必ず、図書館への需要拡大とな って表れ、資料

不足、読書環境の改善、開館時間の延長等の要

望となって表れてくる。

さらに、 JOIS等情報検索手段の発達は、

次資料への要求を高め、文献交換 ・図書館間

の複写依頼 ・受託件数の増加と スピードアップ

が望まれるようになる。

このようなすう勢に現分館がこたえていくた

め、より基礎的なデータを積み重ね、利用者の

意見 ・要望等を集め、分館運営委員会を中心に

大学の英知を結集していく 必要に迫られている

といえよう 。

生物医学情報図書館は、現分館の発足に先立

って作成された雄大な構想であったが、この構

想を踏まえ 、これからの学術の進展に対応 しう

る学習の場 ・研究基盤の一環として整備する将

来計画策定に、利用者の積極的な発言、協力 が

望まれている。
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附属図書館亥鼻分館は、主とし て、亥鼻

キャンパス 4部局みんなの図書館です。

亥鼻分館の管理 ・運営の基本方針、その

他の重要な事項について審議し、議決し、

よりよい亥鼻分館にしてい〈ブレーントラ

ストでもあるのが 「亥鼻分館運営委員会」

です。

本年度の運営委員は、次の方がたです。

昭和55年度附属図書館

亥鼻分館運営委員名簿

〔運営委員〕

氏名 所属（内線電話）

萩原禰四郎 分館長、医学部教授（神経薬

理）（2220) 

林 豊 医学部教授（肺癌研究施設病

理研究部）（2145) 

内田 昭夫医学部教授（環境疫学研究施

設農村医学研究部）（2150)

平山朝子看護学部助教授（社会保健学）

(4096) 

兼松百合子 看護学部助教授（小児看護学）

(4070) 

林 誠 生物活性研究所教授 （酵素化

学研究部）（5013)

西村和子生物活性研究所助教授（食中

毒研究部）（5038)

渡辺昌平医学部 .，教授（肺癌研

究施設第二臨床研究部）（2140)

中島博徳医学音！‘;：バ .:'教授（小児科）

(2248) 

杉山 裕 附属図書館事務部長(51-1111

内2250)

〔事務局〕

江口 元 附属図書館亥鼻分館事務長(2801)
.................... . ::::::. :::::::::::::.. 

千葉大学附屋図書館亥鼻分館

〒280千葉市亥鼻1-8-1 

医学部図書委員会からの要望事項と回答

(R :要望事項 A:分館の回答）

R:借用期間 をも っと延長してほしい。また、

吏新時に現物の提示なしでできないか。

A:利用者全体か ら考えて、一週間は妥当と思

われる。

更新は、返納後の再貸出である から、現物

の提示は当然しなければならない。

R:返却期限を守ろうとしない者、返却遅滞を

繰り返す者には、貸出禁止とかの処分が必

要だと思う 。

A:現在は、毎月初めに返却状況を調べ、掲示

により督促しているが、処分はしていない。

図書館としても、極端な者には、貸出停止

等の対応策を考えていきたい。

R:貸出頻度の高い本は複数購入し、 うち、 一

冊は、 禁帯出本に してほしい。

A:図書館としても、特に利用の多い単行書は

予算の範囲内で複本購入を配慮している。

禁帯出本扱い については検討したい。

R:JOISの私費利用 を認めてほしい。

A :現在、その方向で準備を進めている。

分館ニュースに投稿を

亥鼻分館について、利用者の皆さんからの意

見 ・要望 ・問い合わせなどを、次の要領で投稿

して下さい。

“投稿される方へ'’

〇 原稿は、長くとも600字前後とします。

〇 投稿の趣旨は変えないように手を加え るこ

とがあります。あらかじめ御了承下さい。

〇 氏名、所属、連絡先を明記して下さい。匿

名のものは掲載しません。

〇 掲載については、分館運営委員会で決めま

すが、投稿されたものは、すべて委員会で検

討し、参考とされます。

昭和55年11月28日

電話0472(22)7171
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